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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
そ
こ
に

進
行
中
の
、
テ
ー
マ
を
設
け
た
記
者
会
見
シ
リ
ー
ズ
の
リ
ス

ト
が
載
っ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
名
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ

の
シ
リ
ー
ズ
の
登
壇
者
リ
ス
ト
へ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
個
々

の
記
者
会
見
の
ペ
ー
ジ
に
も
つ
な
が
る
。
シ
リ
ー
ズ
の
リ
ス

ト
に「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」「
ハ
マ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
衝
突
」と
あ

っ
た
と
こ
ろ
に
３
月
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻

撃
　
背
景
と
影
響
」が
加
わ
っ
た
。
戦
争
に
関
す
る
シ
リ
ー

ズ
が
三
つ
進
行
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
記
者
と
し
て
取
材
し
た
紛
争
の
多
く
は
内
戦
か
、
そ
う
で

な
く
て
も
対
立
す
る
勢
力
が
近
く
で
攻
撃
し
合
う
も
の
だ
っ

た
。い
ず
れ
の
紛
争
で
も
非
人
道
的
な
行
為
が
横
行
し
た
が
、

紛
争
地
で
感
じ
る
の
は
人
の
に
お
い
の
す
る
恐
怖
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
そ
う
で
は
な
い
感
情
を
抱
い
た
の
は
、
２
０
０

１
年
の「
９
・
11
」後
、
米
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
空
爆
に

踏
み
切
り
、
空
母
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
艦
上
で
そ
の
出
撃

の
取
材
を
し
た
時
だ
。甲
板
の
下
に
あ
て
が
わ
れ
た
寝
所
で
、

夜
通
し
離
着
艦
を
繰
り
返
す
艦
載
機
の
音
に
眠
れ
ぬ
ま
ま
、

理
解
不
能
な「
テ
ロ
と
の
戦
争
」の
行
き
先
を
思
っ
た
。
そ

れ
と
と
も
に
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
爆
撃
を
繰
り
返

す
側
に
身
を
置
い
て
眠
れ
な
い
な
ど
と
言
っ
て
い
る
こ
と

を
、
申
し
訳
な
く
思
っ
た
。

　
進
行
中
の
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
会
見
の
現
場
で
、
今
も
飛
来

す
る
攻
撃
に
震
え
る
人
た
ち
を
思
う
。
そ
し
て
、
圧
倒
的
な

力
の
違
い
を
も
っ
て
非
対
称
な
戦
争
に
突
き
進
む
人
た
ち
を

止
め
る
知
恵
も
力
も
も
た
な
い
、
今
の
世
界
の
あ
り
よ
う
を

思
う
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

進
行
す
る
三
つ
の
シ
リ
ー
ズ
会
見

飛
来
す
る
攻
撃
に
震
え
る
人
々

空爆 イランの首都テヘランで、米国とイスラエルによる攻撃を受けて立ち上る煙＝３月３日、ＡＦＰ時事



3 ⃝日本記者クラブ会報　2026.4.10　No.674

今 月のクラブゲスト

2025年ノーベル賞受賞

北
きた

川
がわ

 進
すすむ

さん 化学賞受賞者、京都大学特別教授

坂
さか

口
ぐち

 志
し

文
もん

さん 生理学・医学賞受賞者大阪大学特別栄誉教授

■３・３／出席：会49人、オ51人／司会：行方史郎委員

東
ひがし

野
の

 篤
あつ

子
こ

さん 筑波大学教授

　「ウクライナ側ではすべての始ま
りは2014年のロシアによるクリミア
占領とドンバスでの戦い。（軍事侵
攻は）4年目ではなく12年目だ」「凍
結紛争になり、国際社会からの関
心も薄れて支援が減り、ウクライナ
が疲れ果てたときにロシアが新たな
手を打ってくることは考えられる」

■２・27／出席：会19人、オ45人／「ウクライナ」㉙／司会：
出川展恒委員

松
まつ

永
なが

 泰
やす

行
ゆき

さん 東京外国語大学大学院教授

　「イランは効果的に大規模な反撃
が始められるよう、相手側の武器弾
薬が尽きるのを待って反撃を小規
模にしている」「（後継者のモジタバ
師は）イスラム聖職者、学者としてあ
まり信任されていない」「イスラム体
制の継続ではなく革命体制の継続
に力点があると考えざるを得ない」

■３・18／出席：会26人、オ63人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」③／司会：出川展恒委員

遠
えん

藤
どう

 正
まさ

敬
たか

さん 早稲田大学等非常勤講師

　「戸籍は国家が個人を管理するとい
う、国家と個人の権力関係の話につな
がる。政治学の問題として研究してい
る」「選択的夫婦別姓など個別では議
論が活発になるが、戸籍が必要かの
議論は本格的にされていない」「住民
票やマイナンバー制度がある。戸籍は
廃止する方向でいくべきじゃないか」

■３・26／出席：会20人、オ30人／著者と語る『戸籍の日本
史』／司会：小林伸年委員

＊�下記のゲストの会見リポートは4～７ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

吉
よし

田
だ

 圭
よし

秀
ひで

さん 前統合幕僚長

■２・24／出席：会40人、オ61人／「世界史的な分水嶺に立
つ国際社会と我が国の安全保障」／司会：杉田弘毅委員

小
こ

西
にし

 哲
さと

之
し

さん 京都フュージョニアリング代表取締役会長CEO    

■３・６／出席：会28人、オ43人／「歴史的転換点に来たフ
ュージョンエネルギー開発」／司会：永山悦子委員

坂
さか

梨
なし

 祥
さち

さん 日本エネルギー経済研究所中東研究センター長

■３・６／出席：会45人、オ65人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」①／司会：出川展恒委員

齊
さい

藤
とう

 貢
みつぐ

さん 元駐イラン大使、関西学院大学客員教授

■３・13／出席：会29人、オ63人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」②／司会：出川展恒委員

小
お

川
がわ

 淳
じゅん

也
や

さん 中道改革連合代表

■３・19／出席：会42人、オ43人／司会：伊藤宏委員

鈴
すず

木
き

 啓
ひろ

之
ゆき

さん 東京大学特任准教授

■３・23／出席：会27人、オ72人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」④／司会：出川展恒委員

小
お

原
はら

 凡
ぼん

司
じ

さん 笹川平和財団上席フェロー

■３・24／出席：会29人、オ53人／「中国で何が起きている
のか」33／司会：高橋哲史委員

●ユーチューブチャンネルへの誘い
　日本記者クラブのユーチューブチャンネルに
は「有名人のジレンマ」がある。有名人の記者
会見は、テレビ局が中継する。すると「本家」
は視聴されない。５年前の大谷翔平さんの会見
動画ですら視聴は７千回に及ばない。２月の冬
季五輪金メダリスト「りくりゅう」の会見では、
日本の農業や経済に話は及んだ。ノーベル賞受
賞者２人が並んだ３月の会見では、エネルギー
問題、がんや花粉症の克服に夢が広がった。ぜ
ひ、知恵の宝庫のチャンネルにて、じっくりど
うぞ。
https://www.youtube.com/@jnpc/videos

会見余話
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クラブ月 報

　
３
月
25
日
の
臨
時
社
員
総
会
で
２
０
２

６
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ

た
。
経
常
収
益（
収
入
）は
3
億
４
２
４

６
万
９
５
０
０
円
、
経
常
費
用（
支
出
）

は
3
億
５
７
９
９
万
３
５
０
０
円
。
正
味

財
産
が
１
５
５
２
万
４
０
０
０
円
減
る
赤

字
予
算
と
な
る
。
た
だ
、
赤
字
は
退
職
給

付
費
用
の
不
足
分
に
つ
い
て
、
経
営
安
定

化
資
金
を
取
り
崩
し
て
退
職
準
備
積
立
預

金
に
１
１
３
２
万
４
０
０
０
円
を
積
み
増

し
す
る
分
と
、
減
価
償
却
費
４
２
０
万
円

を
合
わ
せ
た
金
額
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
除

い
た
26
年
度
の
事
業
活
動
は
、
収
支
が
均

衡
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
10
年
で

経
常
収
益
が
４
０
０
０
万
円
以
上
減
る
厳

し
い
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
会
員
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
受

取
会
費
は
前
年
度
に
比
べ
約
３
６
０
万
円

減
少
す
る
。
収
益
全
体
に
占
め
る
割
合
は

82
％
と
、
前
年
度
比
微
減
の
見
通
し
だ
。

事
業
収
益
は
コ
ロ
ナ
前
の
状
態
を
取
り
戻

せ
て
い
な
い
が
、
24
年
度
下
期
に
実
施
し

た
値
上
げ
の
効
果
も
あ
り
25
年
度
に
比
べ

て
２
７
０
万
円
ほ
ど
増
加
す
る
と
強
気
に

見
立
て
た
。

　
支
出
で
は
、
借
室
維
持
費
に
前
年
度
と

変
わ
ら
な
い
約
１
億
７
９
４
０
万
円
を
計

上
、
支
出
全
体
の
半
分
を
占
め
て
い
る
点

も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
支
出
の
３
分
の
１

を
占
め
る
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
退
職
給

付
費
用
の
増
額
等
に
よ
り
１
３
０
０
万
円

ほ
ど
前
年
度
に
比
べ
て
増
え
る
。

　
社
員
総
会
で
は
事
業
計
画
も
承
認
さ
れ

た
。
当
ク
ラ
ブ
の
公
益
目
的
に
従
い
、
記

者
会
見
の
開
催
を
中
心
に
記
者
ク
ラ
ブ
賞

の
贈
呈
、
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
の
発
行
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
の
情
報
発
信
を
充

実
さ
せ
て
い
く
。
記
者
ゼ
ミ
や
記
者
研
修

に
も
引
き
続
き
力
を
入
れ
る
。

　
25
年
度
に
始
め
た
、
個
人
Ｄ
会
員（
会

員
社
を
退
職
し
た
人
な
ど
が
対
象
）の
獲

得
を
目
指
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ま
だ
十

分
に
効
果
を
発
揮
し
て
い
な
い
が
、
26
年

度
も
続
け
る
。
新
た
に
会
員
に
な
っ
た
人

は
１
年
間
、
会
費（
月
額
５
０
０
０
円
＝

年
６
万
円
）を
半
額
に
す
る
。
ま
た
、
誘

い
合
わ
せ
て
入
会
し
た
人
に
は
、
食
事
券

と
喫
茶
券（
合
わ
せ
て
５
千
円
分
）を
提

供
す
る
。
新
た
な
会
員
を
紹
介
し
て
く
れ

た
方
に
も
、
入
会
が
実
現
し
た
場
合
に
は

同
様
に
食
事
券
と
喫
茶
券
を
提
供
す
る
。

　
総
会
で
は
ま
た
、定
款
の
一
部
変
更
と
、

特
別
シ
ス
テ
ム
更
新
積
立
預
金
の
取
り
崩

し
が
承
認
さ
れ
た
。
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
特

に
功
労
の
あ
っ
た
個
人
会
員
を「
功
労
会

員
」と
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
定
款
に
記

載
し
た
。
ま
た
、「
個
人
Ｄ
会
員
」の
入

会
に
つ
い
て
従
来「
基
本
会
員
２
名
以

上
」の
推
薦
が
必
要
だ
っ
た
と
こ
ろ
、「
法

人
会
員
社
に
属
す
る
会
員
２
名
以
上
」と

改
め
、
敷
居
を
少
し
低
く
し
た
。

　
特
別
シ
ス
テ
ム
更
新
積
立
預
金
は
、
約

４
９
０
０
万
円
を
26
年
度
ま
で
に
使
用
す

る
計
画
だ
っ
た
が
、
記
者
ク
ラ
ブ
会
報
等

の
送
達
方
法
の
変
更
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
更

新
に
必
要
な
５
０
０
万
円
を
除
い
た
全
額

を
取
り
崩
し
、
残
余
を
経
営
安
定
化
資
金

積
立
預
金
に
預
け
入
れ
る
。

（
正
味
財
産
増
減
予
算
書
等
は
16
～
17
㌻

を
参
照
く
だ
さ
い
）

川
戸
惠
子
さ
ん「
功
労
会
員
」に

　
３
月
９
日
の
理
事
会
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ

シ
ニ
ア
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
川
戸
惠
子

さ
ん
を
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
多

大
な
貢
献
を
し
た「
功
労
会
員
」と
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
川
戸
さ
ん
は
１
９

９
１
年
か
ら
93
年
ま
で
会
報
委
員
、
同
年

か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
30
年
以
上
に
わ
た

っ
て
企
画
委
員
と
し
て
活
躍
、
司
会
を
務

め
た
記
者
会
見
は
１
３
０
以
上
に
上
り
ま

す
。
川
戸
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト
は
18
㌻
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。�

（
江
木
）

２
０
２
６
年
度
は
赤
字
予
算
に

受
取
会
費
の
減
少
止
め
ら
れ
ず
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さん 生理学・医学賞受賞者大阪大学特別栄誉教授

■３・３／出席：会49人、オ51人／司会：行方史郎委員

東
ひがし

野
の

 篤
あつ

子
こ

さん 筑波大学教授

　「ウクライナ側ではすべての始ま
りは2014年のロシアによるクリミア
占領とドンバスでの戦い。（軍事侵
攻は）4年目ではなく12年目だ」「凍
結紛争になり、国際社会からの関
心も薄れて支援が減り、ウクライナ
が疲れ果てたときにロシアが新たな
手を打ってくることは考えられる」

■２・27／出席：会19人、オ45人／「ウクライナ」㉙／司会：
出川展恒委員

松
まつ

永
なが

 泰
やす

行
ゆき

さん 東京外国語大学大学院教授

　「イランは効果的に大規模な反撃
が始められるよう、相手側の武器弾
薬が尽きるのを待って反撃を小規
模にしている」「（後継者のモジタバ
師は）イスラム聖職者、学者としてあ
まり信任されていない」「イスラム体
制の継続ではなく革命体制の継続
に力点があると考えざるを得ない」

■３・18／出席：会26人、オ63人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」③／司会：出川展恒委員

遠
えん

藤
どう

 正
まさ

敬
たか

さん 早稲田大学等非常勤講師

　「戸籍は国家が個人を管理するとい
う、国家と個人の権力関係の話につな
がる。政治学の問題として研究してい
る」「選択的夫婦別姓など個別では議
論が活発になるが、戸籍が必要かの
議論は本格的にされていない」「住民
票やマイナンバー制度がある。戸籍は
廃止する方向でいくべきじゃないか」

■３・26／出席：会20人、オ30人／著者と語る『戸籍の日本
史』／司会：小林伸年委員

＊�下記のゲストの会見リポートは4～７ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

吉
よし

田
だ

 圭
よし

秀
ひで

さん 前統合幕僚長

■２・24／出席：会40人、オ61人／「世界史的な分水嶺に立
つ国際社会と我が国の安全保障」／司会：杉田弘毅委員

小
こ

西
にし

 哲
さと

之
し

さん 京都フュージョニアリング代表取締役会長CEO    

■３・６／出席：会28人、オ43人／「歴史的転換点に来たフ
ュージョンエネルギー開発」／司会：永山悦子委員

坂
さか

梨
なし

 祥
さち

さん 日本エネルギー経済研究所中東研究センター長

■３・６／出席：会45人、オ65人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」①／司会：出川展恒委員

齊
さい

藤
とう

 貢
みつぐ

さん 元駐イラン大使、関西学院大学客員教授

■３・13／出席：会29人、オ63人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」②／司会：出川展恒委員

小
お

川
がわ

 淳
じゅん

也
や

さん 中道改革連合代表

■３・19／出席：会42人、オ43人／司会：伊藤宏委員

鈴
すず

木
き

 啓
ひろ

之
ゆき

さん 東京大学特任准教授

■３・23／出席：会27人、オ72人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」④／司会：出川展恒委員

小
お

原
はら

 凡
ぼん

司
じ

さん 笹川平和財団上席フェロー

■３・24／出席：会29人、オ53人／「中国で何が起きている
のか」33／司会：高橋哲史委員

●ユーチューブチャンネルへの誘い
　日本記者クラブのユーチューブチャンネルに
は「有名人のジレンマ」がある。有名人の記者
会見は、テレビ局が中継する。すると「本家」
は視聴されない。５年前の大谷翔平さんの会見
動画ですら視聴は７千回に及ばない。２月の冬
季五輪金メダリスト「りくりゅう」の会見では、
日本の農業や経済に話は及んだ。ノーベル賞受
賞者２人が並んだ３月の会見では、エネルギー
問題、がんや花粉症の克服に夢が広がった。ぜ
ひ、知恵の宝庫のチャンネルにて、じっくりど
うぞ。
https://www.youtube.com/@jnpc/videos

会見余話

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37112/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37111/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37093/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37123/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37128/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37126/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37137/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37125/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37121/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37139/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37122/report
https://www.youtube.com/@jnpc/videos
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日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます� 会見リポー ト

２
０
２
５
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

北
川
　
進
　
京
都
大
学
特
別
教
授

坂
口
　
志
文
　
大
阪
大
学

特
別
栄
誉
教
授

３月３日

基
礎
研
究
に
は
時
間
が
か
か
る

免
疫
疾
患
や
ア
レ
ル
ギ
ー
、
が
ん
の
治
療

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
２
人
の
主
要
な
研
究
成
果
は
30
年
ほ
ど

前
の
も
の
だ
。
北
川
さ
ん
は
基
礎
研
究
が

結
果
に
つ
な
が
る
ま
で「
10
年
、
20
年
と

時
間
が
か
か
る
」と
説
明
す
る
。
科
学
研

究
へ
の
金
銭
的
支
援
を
増
や
す
国
の
方
針

を
歓
迎
し
つ
つ
、「
今
ま
で
少
な
す
ぎ
た
。

政
府
は
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
方
に
も
う

少
し
切
り
込
ん
で
制
度
設
計
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
」と
話
し
た
。

　
坂
口
さ
ん
は「
研
究
は
歩
留
ま
り
が
悪

い
も
の
」と
し「
地
方
大
学
は
疲
弊
し
て

い
る
。
選
択
と
集
中
で
一
部
の
大
学
に
サ

ポ
ー
ト
が
集
中
す
る
の
は
考
え
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
超
一
流
の
研
究
者
に
会
え
る
機
会
と
あ

り
、
会
場
か
ら
は「
花
粉
症
を
克
服
で
き

る
の
か
」「
が
ん
は
軽
い
病
気
に
な
る
の

か
」「
初
等
教
育
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」

と
い
っ
た
質
問
が
相
次
い
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
つ
い
て
北
川
さ
ん

は「
若
い
人
に
貢
献
し
た
い
。（
研
究
で

は
）だ
れ
も
が
不
可
能
だ
と
思
う
よ
う
な

こ
と
に
挑
戦
し
た
い
」と
述
べ
た
。
坂
口

さ
ん
は
研
究
成
果
の
臨
床
応
用
を
進
め
る

と
し「
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
重
要
な
こ
と
を

す
れ
ば
公
平
に
人
が
認
め
称
賛
す
る
文
化

が
あ
る
。
若
い
人
が
興
味
を
持
っ
て
く
れ

れ
ば
う
れ
し
い
」と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

共
同
通
信
社
科
学
部
　
村
川
　
実
由
紀

身
が
開
発
し
た
金
属

有
機
構
造
体（
Ｍ
Ｏ

Ｆ
）の
有
用
性
を
強

調
し
た
。

　
坂
口
さ
ん
は
花
粉

症
の
話
題
に
触
れ
、

免
疫
学
の
世
界
に
い

ざ
な
っ
た
。
携
わ
っ

た「
制
御
性
Ｔ
細

胞
」の
研
究
は
自
己

　
２
０
２
５
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受

賞
し
た
北
川
進
・
京
都
大
特
別
教
授（
写

真
左
）と
、
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し

た
坂
口
志
文
・
大
阪
大
特
別
栄
誉
教
授

（
同
右
）が
そ
ろ
っ
て
登
場
し
た
。
昨
年
10

月
の
受
賞
決
定
後
、
講
演
依
頼
が
殺
到
。

授
賞
式
の
た
め
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
滞
在
な

ど
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
た
北

川
さ
ん
は「
こ
の
数
カ
月
は
異
常
」、
坂

口
さ
ん
も「
し
ん
ど
い
こ
と
だ
っ
た
」と

振
り
返
っ
た
。

　
冒
頭
で
そ
れ
ぞ
れ
研
究
を
紹
介
。
北
川

さ
ん
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
の
に
気

体
を
活
用
す
る
時
代
が
来
た
と
し
て
、
自

「
世
界
史
的
な
分
水
嶺
に
立
つ

国
際
社
会
と
我
が
国
の
安
全
保
障
」

吉
田
　
圭
秀
　
前
統
合
幕
僚
長

２月24日

「
戦
略
的
自
律
性
」
高
め
る
必
要

カ
ー
（
錨
）で
も
あ
る
」。
自
衛
隊
と
米
軍

の
信
頼
関
係
を「
同
盟
の
錨
」と
表
現
す

る
吉
田
氏
の
持
論
は
、
日
米
同
盟
が
米
国

を「
西
半
球
」に
追
い
や
ら
ず
、「
大
国
間

政
治
」に
変
化
さ
せ
な
い
錨
で
あ
り
、
米

中
の
核
戦
力
均
衡
が
想
定
さ
れ
る
30
年

代
、
東
ア
ジ
ア
で「
冷
戦
を
熱
戦
に
さ
せ

な
い
」錨
に
な
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
統
合
幕
僚
長
時
代
、
海
外
の
１
０
０
人

以
上
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
会
談
す
る

防
衛
外
交
を
実
践
。
対
露「
最
前
線
国
家
」

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
バ
ル
ト
３
国
で
は「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
が
既
に
起
き
て
い
る
」と

指
摘
す
る
吉
田
氏
。
ク
ア
ッ
ド
な
ど
ミ
ニ

ラ
テ
ラ
ル
な
枠
組
み
を
重
ね
合
わ
せ
、
経

済
安
全
保
障
面
で
は
米
国
以
外
の
多
く
の

国
々
と
の「
連
結
性
を
深
め
」「
戦
略
的
自

律
性
を
高
め
る
」こ
と
な
ど
を
日
本
の
対

応
策
に
挙
げ
た
。

　「
米
国
の
中
東
へ
の
過
剰
な
関
与
で
、

中
露
は
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
試
み
や
す

く
な
る
」。
吉
田
氏
が
そ
う
語
っ
た
会
見

か
ら
４
日
後
、
米
国
は
イ
ラ
ン
を
攻
撃
。

「
力
優
先
」の
世
界
に
ま
た
一
歩
突
き
進

む
。
米
国
が
再
び
混
乱
の
中
東
に
は
ま
り

こ
む
の
か
。
そ
れ
を
望
む
の
は
中
国
だ
。

日
本
の
安
保
に
と
っ
て
の「
分
水
嶺
」に

な
る
。

読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
　
石
井
　
利
尚

　「
力
と
利
益

を
優
先
す
る
パ

ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
の
世
界
に

入
っ
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な

い
」。
会
見
日

の
24
日
は
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
か
ら
４

年
。
吉
田
氏
は「
地
域
紛
争
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
。（
侵
攻
の
）２
０
２
２
年
が
歴

史
的
な
変
換
点
だ
っ
た
」と
し
、
第
２
次

世
界
大
戦
前
の
経
済
か
ら
、
戦
後
の
国
際

政
治
ま
で
語
っ
た
。

　
吉
田
氏
の
危
機
感
は
、
米
国
の「
19
世

紀
外
交
」な
ど
で「
米
中
露
の
大
国
間
で

勢
力
圏
を
決
め
る『
大
国
間
政
治
』に
変

化
す
る
か
の
分
水
嶺
に
立
っ
て
い
る
」と

い
う
点
だ
。
米
国
を「
い
か
に
イ
ン
ド
太

平
洋
・
東
ア
ジ
ア
に
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
る

か
だ
」と
力
を
込
め
る
。
そ
の
役
割
を
担

い
う
る
の
が
日
米
同
盟
だ
と
続
け
る
。

　「
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
平
和
と
安
定

の
礎
の
同
盟
は
、
国
際
秩
序
維
持
の
ア
ン
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「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
　

背
景
と
影
響
」①

坂
梨
　
祥
　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
長

３月６日

「
現
体
制
は
依
然
と
し
て
機
能
」

「
歴
史
的
転
換
点
に
来
た

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
」

小
西
　
哲
之
　

京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
会
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ

３月６日

発
電
実
証 

２
０
３
０
年
代
に

対
応
は
、体
制
の
存
続
を
か
け
た「
死
に
も

の
ぐ
る
い
の
反
撃
」だ
と
坂
梨
氏
。
関
係

改
善
を
進
め
て
き
た
湾
岸
諸
国
に
も
ミ
サ

イ
ル
や
ド
ロ
ー
ン
を
発
射
。
米
軍
基
地
の

み
な
ら
ず
、
空
港
や
商
業
施
設
に
も
被
害

が
出
た
。
安
価
な
兵
器
で
、
高
コ
ス
ト
な

迎
撃
シ
ス
テ
ム
の
消
耗
を
狙
う「
非
対
称

戦
術
」だ
と
坂
梨
氏
は
分
析
し
た
。

　
紛
争
が
長
期
化
す
る
可
能
性
も
排
除
で

き
な
い
が
、「
誰
も
長
期
化
を
望
ん
で
い

な
い
」こ
と
か
ら
、
米
国
の
早
期
離
脱
か
、

イ
ラ
ン
の
兵
器
の
払
底
に
よ
り
、
幕
引
き

に
な
る
シ
ナ
リ
オ
が
有
力
だ
と
し
た
。

　
イ
ラ
ン
の
体
制
変
革
に
も
注
目
が
集
ま

る
が
、
現
状
で
は「
現
体
制
は
維
持
さ
れ
、

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

示
さ
れ
て
い
る
」と
指
摘
。
ハ
メ
ネ
イ
師

を
含
む
軍
幹
部
が
殺
害
さ
れ
、
指
揮
権
の

分
散
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
最
高
指
導
者

を
代
行
す
る「
暫
定
指
導
評
議
会
」が
組

織
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
後
任
の
最
高
指
導
者
が
決
ま
っ
て
も
、

当
面
は
ハ
メ
ネ
イ
師
の
よ
う
な
指
導
力
は

見
込
め
ず
、「
弱
体
化
し
た
イ
ラ
ン
が
そ

こ
に
残
る
」。
現
体
制
に
代
わ
る
組
織
は

な
く
、
体
制
崩
壊
は
内
戦
や
分
離
独
立
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
の

場
合
も
イ
ス
ラ
エ
ル
に
有
利
な
形
で
中
東

の
秩
序
が
再
編
さ
れ
る
、
と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
　
真
野
　
啓
太

中
、
国
内
で
は

抗
議
デ
モ
の
鎮

圧
で
多
数
の
死

者
を
出
し
、
統

治
の
正
統
性
が

揺
ら
い
で
い

た
、
と
い
う
。

　
米
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
攻
撃

へ
の
イ
ラ
ン
の

　
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ

の
攻
撃
は
、
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
の

殺
害
と
い
う
衝
撃
的
な
展
開
で
始
ま
っ

た
。
現
代
イ
ラ
ン
政
治
が
専
門
の
坂
梨
祥

氏
は
、
攻
撃
初
日
か
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

解
説
を
続
け
て
き
た
。
本
会
見
で
は
７
日

目
時
点
で
の
イ
ラ
ン
の
体
制
の
分
析
を
も

と
に
、
紛
争
の
行
方
を
占
っ
た
。

　
イ
ラ
ン
の
体
制
が
軍
事
・
経
済
・
政
治

を
含
む「
す
べ
て
の
側
面
で
弱
体
化
」す

る
中
で
の
攻
撃
だ
っ
た
、
と
坂
梨
氏
は
指

摘
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
施
設
は
昨
年
の
米
イ

ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
で
破
壊
。
第
２
次
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
経
済
制
裁
を
厳
格
化
す
る

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
核
融
合
エ

ネ
ル
ギ
ー（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

へ
の
投
資
が
世
界
的
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
核
融
合
で
は
、
海
水
に
豊
富
に
あ
る
重

水
素
な
ど
の
燃
料
１
㌘
か
ら
、
石
油
８
㌧

分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
せ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
源
泉
は
、「
資
源
」か
ら「
技
術
」

へ
と
変
革
す
る
と
の
見
方
を
紹
介
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
変
遷
と
同
時
に
起

き
て
い
る
の
が
、
核
融
合
な
ど
の
最
先
端

科
学
の
担
い
手
が
、
新
技
術
に
挑
戦
で
き

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
移
行
し
て
い
る
こ

と
だ
と
い
う
。
小
西
氏
が
代
表
取
締
役
会

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る「
京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ニ
ア
リ
ン
グ
」で
は
、
日
本
の
素
材
産
業

や
加
工
技
術
の
強
み
を
生
か
し
た
連
携
を

進
め
、
核
融
合
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
同
社
な
ど
が
参
画
す
る
産
学
連
携

の「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
２

０
３
０
年
代
の
発
電
実
証
を
見
込
む
。

　
会
見
後
、
司
会
者
が「
核
融
合
は
、
逃

げ
水
の
よ
う
に
、
で
き
る
と
言
っ
て
も
遠

く
に
完
成
が
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
見
通
し
は
ど
う
か
」と
質
問
。
小
西
氏

は
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）

の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
る
こ
と
で「
２
０

４
０
年
ま
で
の
発
電
実
証
は
高
い
確
率
で

で
き
る
」と
自
信
を
見
せ
た
。

　
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員

三
井
　
誠

　
45
年
に
わ
た

っ
て
核
融
合
研

究
に
取
り
組
ん

で
き
た
小
西
哲

之
氏
は
謝
罪
か

ら
会
見
を
始
め

た
。「
20
～
30

年
先
、
も
う
す

ぐ
で
き
る
と
言

っ
て
や
っ
て
き

て
、で
き
て
な
い
。
答
え
が
出
な
い
ま
ま
、

税
金
を
使
っ
て
き
た
」と
振
り
返
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
新
た
な
解
決

策
を
も
と
に
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
い
と
話
し
た
。

　
ま
ず
現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
か
つ
て
言
わ
れ
た
化
石
燃
料
の
枯
渇

の
恐
れ
は
当
面
な
く
、
問
題
は
、
燃
や
す

こ
と
で
出
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）を
捨

て
ら
れ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
だ
と
指
摘
し
た
。

　
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
上
昇
に
伴
う

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、
化
石
燃
料
は
も

は
や
資
産
で
は
な
く
な
り
、Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
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「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
　

背
景
と
影
響
」①

坂
梨
　
祥
　

日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

中
東
研
究
セ
ン
タ
ー
長

３月６日

「
現
体
制
は
依
然
と
し
て
機
能
」

「
歴
史
的
転
換
点
に
来
た

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
」

小
西
　
哲
之
　

京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ニ
ア
リ
ン
グ
代
表
取
締
役
会
長

Ｃ
Ｅ
Ｏ

３月６日

発
電
実
証 

２
０
３
０
年
代
に

対
応
は
、体
制
の
存
続
を
か
け
た「
死
に
も

の
ぐ
る
い
の
反
撃
」だ
と
坂
梨
氏
。
関
係

改
善
を
進
め
て
き
た
湾
岸
諸
国
に
も
ミ
サ

イ
ル
や
ド
ロ
ー
ン
を
発
射
。
米
軍
基
地
の

み
な
ら
ず
、
空
港
や
商
業
施
設
に
も
被
害

が
出
た
。
安
価
な
兵
器
で
、
高
コ
ス
ト
な

迎
撃
シ
ス
テ
ム
の
消
耗
を
狙
う「
非
対
称

戦
術
」だ
と
坂
梨
氏
は
分
析
し
た
。

　
紛
争
が
長
期
化
す
る
可
能
性
も
排
除
で

き
な
い
が
、「
誰
も
長
期
化
を
望
ん
で
い

な
い
」こ
と
か
ら
、
米
国
の
早
期
離
脱
か
、

イ
ラ
ン
の
兵
器
の
払
底
に
よ
り
、
幕
引
き

に
な
る
シ
ナ
リ
オ
が
有
力
だ
と
し
た
。

　
イ
ラ
ン
の
体
制
変
革
に
も
注
目
が
集
ま

る
が
、
現
状
で
は「
現
体
制
は
維
持
さ
れ
、

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

示
さ
れ
て
い
る
」と
指
摘
。
ハ
メ
ネ
イ
師

を
含
む
軍
幹
部
が
殺
害
さ
れ
、
指
揮
権
の

分
散
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
最
高
指
導
者

を
代
行
す
る「
暫
定
指
導
評
議
会
」が
組

織
の
立
て
直
し
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
後
任
の
最
高
指
導
者
が
決
ま
っ
て
も
、

当
面
は
ハ
メ
ネ
イ
師
の
よ
う
な
指
導
力
は

見
込
め
ず
、「
弱
体
化
し
た
イ
ラ
ン
が
そ

こ
に
残
る
」。
現
体
制
に
代
わ
る
組
織
は

な
く
、
体
制
崩
壊
は
内
戦
や
分
離
独
立
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
。
い
ず
れ
の

場
合
も
イ
ス
ラ
エ
ル
に
有
利
な
形
で
中
東

の
秩
序
が
再
編
さ
れ
る
、
と
の
見
通
し
を

示
し
た
。

朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部
　
真
野
　
啓
太

中
、
国
内
で
は

抗
議
デ
モ
の
鎮

圧
で
多
数
の
死

者
を
出
し
、
統

治
の
正
統
性
が

揺
ら
い
で
い

た
、
と
い
う
。

　
米
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
攻
撃

へ
の
イ
ラ
ン
の

　
米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ

の
攻
撃
は
、
最
高
指
導
者
ハ
メ
ネ
イ
師
の

殺
害
と
い
う
衝
撃
的
な
展
開
で
始
ま
っ

た
。
現
代
イ
ラ
ン
政
治
が
専
門
の
坂
梨
祥

氏
は
、
攻
撃
初
日
か
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

解
説
を
続
け
て
き
た
。
本
会
見
で
は
７
日

目
時
点
で
の
イ
ラ
ン
の
体
制
の
分
析
を
も

と
に
、
紛
争
の
行
方
を
占
っ
た
。

　
イ
ラ
ン
の
体
制
が
軍
事
・
経
済
・
政
治

を
含
む「
す
べ
て
の
側
面
で
弱
体
化
」す

る
中
で
の
攻
撃
だ
っ
た
、
と
坂
梨
氏
は
指

摘
し
た
。
ミ
サ
イ
ル
施
設
は
昨
年
の
米
イ

ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃
で
破
壊
。
第
２
次
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
経
済
制
裁
を
厳
格
化
す
る

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
、
核
融
合
エ

ネ
ル
ギ
ー（
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
）

へ
の
投
資
が
世
界
的
に
拡
大
し
て
い
る
。

　
核
融
合
で
は
、
海
水
に
豊
富
に
あ
る
重

水
素
な
ど
の
燃
料
１
㌘
か
ら
、
石
油
８
㌧

分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
せ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
源
泉
は
、「
資
源
」か
ら「
技
術
」

へ
と
変
革
す
る
と
の
見
方
を
紹
介
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
変
遷
と
同
時
に
起

き
て
い
る
の
が
、
核
融
合
な
ど
の
最
先
端

科
学
の
担
い
手
が
、
新
技
術
に
挑
戦
で
き

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
移
行
し
て
い
る
こ

と
だ
と
い
う
。
小
西
氏
が
代
表
取
締
役
会

長
Ｃ
Ｅ
Ｏ
を
務
め
る「
京
都
フ
ュ
ー
ジ
ョ

ニ
ア
リ
ン
グ
」で
は
、
日
本
の
素
材
産
業

や
加
工
技
術
の
強
み
を
生
か
し
た
連
携
を

進
め
、
核
融
合
技
術
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
同
社
な
ど
が
参
画
す
る
産
学
連
携

の「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、
２

０
３
０
年
代
の
発
電
実
証
を
見
込
む
。

　
会
見
後
、
司
会
者
が「
核
融
合
は
、
逃

げ
水
の
よ
う
に
、
で
き
る
と
言
っ
て
も
遠

く
に
完
成
が
行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
る
。
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
見
通
し
は
ど
う
か
」と
質
問
。
小
西
氏

は
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
）

の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
る
こ
と
で「
２
０

４
０
年
ま
で
の
発
電
実
証
は
高
い
確
率
で

で
き
る
」と
自
信
を
見
せ
た
。

　
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員

三
井
　
誠

　
45
年
に
わ
た

っ
て
核
融
合
研

究
に
取
り
組
ん

で
き
た
小
西
哲

之
氏
は
謝
罪
か

ら
会
見
を
始
め

た
。「
20
～
30

年
先
、
も
う
す

ぐ
で
き
る
と
言

っ
て
や
っ
て
き

て
、で
き
て
な
い
。
答
え
が
出
な
い
ま
ま
、

税
金
を
使
っ
て
き
た
」と
振
り
返
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
新
た
な
解
決

策
を
も
と
に
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
い
と
話
し
た
。

　
ま
ず
現
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
か
つ
て
言
わ
れ
た
化
石
燃
料
の
枯
渇

の
恐
れ
は
当
面
な
く
、
問
題
は
、
燃
や
す

こ
と
で
出
る
二
酸
化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
２
）を
捨

て
ら
れ
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
え
な
く
な

る
こ
と
だ
と
指
摘
し
た
。

　
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
の
上
昇
に
伴
う

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、
化
石
燃
料
は
も

は
や
資
産
で
は
な
く
な
り
、Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
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「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
　

背
景
と
影
響
」②

齊
藤
　
貢
　
元
駐
イ
ラ
ン
大
使

関
西
学
院
大
学
客
員
教
授
３月13日

「
弾
切
れ
」
ま
で
続
く
消
耗
戦

小
川
　
淳
也
　
中
道
改
革
連
合
代
表

３月19日

「
火
中
の
栗
を
拾
う
」
宿
命

の
追
求
こ
そ
が
党
再
生
の
唯
一
の
道
だ
と

し
、
議
論
を
重
ね
て
構
想
を
ま
と
め
、
国

民
の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い
く
と
力
説
し

た
。

　
長
い
時
間
を
か
け
た
質
疑
で
は
、
高
市

政
権
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
よ
る
政
府
債
務
の

管
理
は「
無
責
任
」と
批
判
し
、
円
安
や

資
産
イ
ン
フ
レ
が
国
民
負
担
と
国
力
低
下

を
招
く
と
指
摘
。
憲
法
改
正
に
は
慎
重
姿

勢
を
保
ち
つ
つ
、
解
散
権
の
制
約
な
ど
現

実
的
な
論
点
で
の
改
憲
で
あ
れ
ば
議
論
が

可
能
だ
と
語
っ
た
。
野
党
が
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
追
及
や
日
程
闘
争
に
明
け
暮
れ
る
現
状

を
打
破
す
る
た
め
、「
令
和
の
国
会
改
革
」

を
提
唱
し
た
。

　
自
身
が
首
相
を
目
指
す
か
と
い
う
問
い

に
は「
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度

も
な
い
」と
吐
露
し
つ
つ
、
家
族
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
政
治
の
世
界
に
飛
び
込
ん

だ
経
緯
か
ら
、
現
状
の「
火
中
の
栗
を
拾

う
」役
割
が
自
ら
の
宿
命
と
し
て
引
き
受

け
る
覚
悟
を
示
し
た
。

　
思
い
描
く
理
想
と
社
会
変
革
へ
の
思
い

を
大
い
に
語
っ
た
会
見
だ
っ
た
が
、
理
念

先
行
の
真
っ
す
ぐ
さ
は
魅
力
で
あ
る
一

方
、
党
内
外
の
支
持
拡
大
に
は
柔
軟
さ
や

包
容
力
も
問
わ
れ
る
。
老
練
さ
を
備
え
れ

ば
、
有
力
な
政
治
リ
ー
ダ
ー
へ
と
飛
躍
す

る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
た
。

　�

企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
編
集
委
員
兼
論
説

委
員�

内
田
　
恭
司

が
負
担
と
還
元

に
納
得
す
る
社

会
を
築
き
、
そ

の
安
心
が
新
し

い
挑
戦
と
成
長

を
生
む
好
循
環

を
日
本
で
も
実

現
す
べ
き
だ
と

訴
え
た
。
そ
し

て
、
こ
の
理
念

　
中
道
改
革
連
合
の
代
表
に
就
任
し
て
１

カ
月
、
小
川
淳
也
氏
は
会
見
で
、
野
党
第

一
党
の
再
生
と
日
本
社
会
の
構
造
改
革
に

向
け
た
決
意
を
鮮
明
に
し
た
。
直
近
の
衆

院
選
で
の「
衝
撃
的
惨
敗
」に
つ
い
て
は
、

立
憲
民
主
党
と
公
明
党
と
い
う
異
な
る
背

景
を
持
つ
勢
力
が
突
然
合
流
し
た
こ
と
に

よ
る「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
崩
壊
」

が
要
因
だ
と
厳
し
く
分
析
。
自
ら
の
使
命

を「
党
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
再
確

立
」と
し
、
立
憲
と
公
明
、
さ
ら
に
は
国

民
民
主
党
と
の
連
携
を
図
り
、
政
権
交
代

の
受
け
皿
を
作
り
直
す
と
強
調
し
た
。

　
理
想
と
す
る
国
の
在
り
方
と
し
て
北
欧

型
の「
競
争
力
あ
る
福
祉
国
家
」を
掲
げ

る
。
主
権
者
教
育
に
よ
る
高
い
投
票
率
と

政
治
家
へ
の
深
い
信
頼
を
基
盤
に
、
国
民

タ
セ
ン
タ
―
が
あ
る
た
め
こ
れ
を
破
壊
す

る
こ
と
で
Ａ
Ｉ
依
存
の
米
軍
の
作
戦
を
狂

わ
せ
る
、
と
の
見
立
て
だ
。

　
イ
ラ
ン
は
モ
ジ
タ
バ
師
を
最
高
指
導
者

に
選
出
し
た
が
、
革
命
防
衛
隊
の
推
し
が

あ
っ
て
の
就
任
だ
。
事
実
上
の
軍
事
独
裁

国
家
へ
の
変
質
を
意
味
す
る
と
い
う
。

　
さ
て
、
今
後
の
展
開
は
ど
う
だ
ろ
う
。

米
軍
が
侵
攻
す
る
大
規
模
な
地
上
戦
は
、

そ
の
準
備
に
手
を
貸
す
国
が
な
く
難
し

い
。
イ
ラ
ン
国
民
の
体
制
へ
の
支
持
率
は

20
％
と
も
言
わ
れ
る
が
、
国
内
で
民
衆
蜂

起
を
起
こ
す
工
作
に
は
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア

の
長
い
内
戦
の
惨
状
を
知
る
イ
ラ
ン
人
は

消
極
的
で
乗
っ
て
こ
な
い
。

　
石
油
価
格
の
高
騰
に
悲
鳴
を
上
げ
る
世

界
は
米
国
が
一
方
的
に
勝
利
宣
言
を
し
て

幕
を
引
け
ば
よ
い
、
と
考
え
が
ち
だ
。
だ

が
、
再
攻
撃
さ
れ
な
い
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
の

権
利
保
証
な
ど
メ
ン
ツ
の
回
復
を
イ
ラ
ン

が
求
め
て
報
復
を
続
け
る
だ
ろ
う
。

　
出
口
が
な
い
。
結
局
ど
ち
ら
か
の「
弾

切
れ
」ま
で
戦
争
が
続
く
消
耗
戦
で
あ

る
。「
イ
ラ
ン
は
大
胆
な
譲
歩
で
米
国
と

の
関
係
を
改
善
す
る
」と
い
う
長
期
目
標

は
、
テ
ヘ
ラ
ン
特
派
員
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
筆
者

も
期
待
す
る
。
問
題
は
、
米
国
を
そ
の
気

に
さ
せ
る
機
運
を
国
際
社
会
が
ど
う
つ
く

る
か
だ
ろ
う
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
客
員
論
説
委
員

�

杉
田
　
弘
毅

　
イ
ラ
ン
攻
撃

で
始
ま
っ
た
動

乱
を
語
る
に
こ

れ
ほ
ど
の
適
任

者
は
い
な
い
。

　
エ
ジ
プ
ト
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、
イ
ス
ラ
エ

ル
、イ
ラ
ク
、ア

ラ
ブ
首
長
国
連

邦（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）で
勤
務
し
、オ
マ
ー
ン
、そ
し

て
イ
ラ
ン
で
大
使
を
務
め
た
。
こ
の
豊
富

な
中
東
経
験
が
言
葉
に
重
み
を
与
え
る
。

　
初
戦
か
ら「
形
勢
を
逆
転
さ
せ
た
」イ

ラ
ン
の
狙
い
を
鋭
く
分
析
し
た
。
斬
首
作

戦
で
体
制
崩
壊
を
狙
わ
れ
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
の
封
鎖
と
い
う
虎
の
子
の
石
油
戦
略
を

発
動
し
た
の
だ
が
、
よ
り
怖
い
の
は
ア
ラ

ブ
産
油
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
へ

の
攻
撃
だ
。
復
旧
に
時
間
が
か
か
り
、
深

刻
な
経
済
危
機
を
起
こ
す
か
ら
だ
。

　
ア
ラ
ブ
産
油
国
へ
の
報
復
攻
撃
は
Ｕ
Ａ

Ｅ
と
バ
ー
レ
ー
ン
に
集
中
し
て
い
る
。
両

国
は
極
端
に
都
市
部
に
人
口
が
集
中
し
被

害
が
大
き
い
。
ま
た
巨
大
テ
ッ
ク
の
デ
ー
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「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
　

背
景
と
影
響
」④

鈴
木
　
啓
之
　
東
京
大
学

特
任
准
教
授

３月23日

「
体
制
崩
壊
」
狙
う
イ
ス
ラ
エ
ル

「
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」㉝

小
原
　
凡
司
　
笹
川
平
和
財
団

上
席
フ
ェ
ロ
ー

３月24日

大
国
同
士
の
世
界
秩
序
を
追
求

ル
は
直
後
に
核
関
連
施
設
を
攻
撃
し
た
。

米
国
が
イ
ラ
ン
と
の「
交
渉
」に
傾
斜
し

て
、
停
戦
の
流
れ
が
で
き
る
こ
と
に
反
発

す
る
か
の
よ
う
な
行
動
だ
。

　
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
強
硬
姿
勢
を
支
え

る
背
景
と
し
て
、
鈴
木
啓
之
氏
は
現
地
紙

の
世
論
調
査（
３
・
20
）を
示
し
た
。
戦
争

の
終
着
点
に
つ
い
て
39
％
が「
現
体
制
の

転
換
」と
回
答
。「
核
開
発
の
完
全
破
壊
」

の
18
％
な
ど
を
引
き
離
し
て
い
る
と
指
摘

し
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
の
期
待
に
後
押
し

を
受
け
て
い
る
」と
解
説
し
た
。

　
で
は
な
ぜ
、
民
間
人
を
巻
き
込
む
軍
事

行
動
が
容
認
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
問
い
に

は
、「
ガ
ザ
で
の
戦
闘
以
降
、
目
的
が
正

し
け
れ
ば
手
段
を
選
ば
ず
の
理
解
が
広
が

っ
た
」と
述
べ
た
。

　
得
心
し
た
の
は
、「
体
制
転
換
と
言
い

な
が
ら
、
狙
っ
て
い
る
の
は
体
制
崩
壊
」

と
い
う
分
析
。
国
家
崩
壊
で
イ
ラ
ン
が
混

乱
し
て
も
、
自
国
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威

が
除
去
さ
れ
れ
ば
い
い
と
の
考
え
方
だ
。

　「
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
体
制
は
47
年
続
い

て
い
る
。
傷
だ
ら
け
だ
が
、
外
国
勢
力
に

崩
壊
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
イ
ラ
ン
国
民
が

選
ぶ
の
か
。
簡
単
な
話
で
は
な
い
」

　
そ
れ
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
も
最
初
か

ら
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
な
ら
ば
、
米
国

は
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
地
上
部
隊

が
投
入
さ
れ
れ
ば
、
真
の
泥
沼
に
な
る
。

�

時
事
通
信
社
解
説
委
員
　
宮
坂
　
一
平

の
動
揺
を
横
目

に
、
ト
ラ
ン
プ

氏
は
戦
闘
終
結

を
模
索
。
イ
ラ

ン
の
発
電
所
へ

の
攻
撃
猶
予
延

長
を
表
明
し
た

が
、
イ
ス
ラ
エ

　「
４
週
間
は
か
か
る
が
、
そ
れ
よ
り
短

い
か
も
し
れ
な
い
」。
米
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
が
イ
ラ
ン
に
攻
撃
を
開
始
し
た
翌
日
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
軍
事
作
戦
終
了
ま
で

の
期
間
を
そ
う
語
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
初
日
の
攻
撃
で
最
高
指
導
者

ハ
メ
ネ
イ
師
を
殺
害
し
、
イ
ラ
ン
国
民
に

蜂
起
を
促
し
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
湾
岸
諸
国
は
イ
ラ
ン
の

報
復
攻
撃
に
巻
き
込
ま
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

輸
送
の
要
衝
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
も
事
実
上
封

鎖
さ
れ
た
。
世
界
経
済
は「
人
質
」に
取

ら
れ
た
格
好
だ
。今
回
の
攻
撃
は
、「
脅
威
」

の
排
除
や
主
権
国
家
の
体
制
転
換
ま
で
狙

っ
た
力
の
行
使
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
イ
ラ
ン
は「
非
対
称
戦
」で

応
じ
、
米
国
に
は
焦
り
が
見
え
る
。
市
場

力
で
は
一
定
の
水
準
に
達
し
た
も
の
の
、

中
国
に
は
通
常
戦
力
で
米
国
を
攻
撃
す
る

能
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
空
母
打
撃
群
の

構
築
に
よ
り
、
北
米
東
海
岸
に
到
達
す
る

能
力
を
追
求
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　
ま
た
中
国
は
核
戦
力
に
つ
い
て「
先
制

不
使
用
」と「
最
小
限
抑
止
」を
基
本
と
し

て
、「
核
軍
拡
競
争
」に
参
加
し
な
い
な

ど
と
う
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
６
０
０

個
の
核
弾
頭
を
保
有
し
、「
毎
年
１
０
０

個
ず
つ
増
や
し
て
い
る
。
現
実
と
矛
盾
す

る
」と
小
原
氏
は
指
摘
す
る
。

　
ま
た
２
０
２
７
年
に
中
国
が
台
湾
に
武

力
侵
攻
す
る
と
の
説
に
つ
い
て
は
、「
私

自
身
、
以
前
か
ら
あ
り
得
な
い
と
主
張
し

て
き
た
」と
語
る
と
と
も
に
、「
中
国
指

導
部
は
２
０
２
７
年
ま
で
に
台
湾
侵
攻
を

実
行
す
る
計
画
は
な
い
」と
し
た
米
国
情

報
長
官
室
の「
年
次
脅
威
評
価
２
０
２

６
」と
も
整
合
す
る
と
語
っ
た
。

　
会
見
で
は
豊
富
な
写
真
で
空
母
打
撃
群

や
軍
事
演
習
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
る
と
と

も
に
、
現
在
進
行
中
の
人
民
解
放
軍
の
大

粛
清
、
中
国
が
重
視
す
る
知
能
化
戦
争
の

実
態
、
北
極
圏
で
の
米
中
ロ
の
動
向
、
全

国
人
民
代
表
大
会
で
の
習
近
平
主
席
の
演

説
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
い
解
説
が

聞
か
れ
た
。
い
ま
中
国
の
動
向
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。

　�

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網
出
身�

倉
澤
　
治
雄

　
仮
に「
台
湾

有
事
」が「
日
本

有
事
」で
あ
る

な
ら
ば
、
中
国

の
意
図
と
力
量

を
推
し
量
る
こ

と
な
し
に
、
安

定
か
つ
継
続
し

た
日
中
関
係
は
成
立
し
え
な
い
。
シ
リ
ー

ズ
で
展
開
さ
れ
て
い
る「
中
国
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か
」の
33
回
目
は
海
上
自
衛

隊
出
身
で
笹
川
平
和
財
団
上
席
フ
ェ
ロ
ー

の
小
原
凡
司
氏
が
中
国
の「
意
図
」と「
力

量
」に
つ
い
て
軍
事
的
視
点
か
ら
語
っ
た
。

　
小
原
氏
は「
米
中
グ
ラ
ン
ド
・
バ
ー
ゲ

ニ
ン
グ
」と
い
う
言
葉
で
、
中
国
の「
意

図
」を
表
現
し
た
。「
米
中
グ
ラ
ン
ド
・

バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
」と
は
米
中
が
相
互
干
渉

せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
を
追
求
で
き
る

大
国
同
士
の
世
界
秩
序
で
あ
る
。
実
現
に

は
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の「
デ
ィ
ー

ル
」が
必
要
で
あ
り
、
デ
ィ
ー
ル
を
有
利

に
進
め
る
た
め
に
も
、
経
済
力
、
軍
事
力

を
誇
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
小

原
氏
の
見
立
て
で
あ
る
。

　
と
く
に
軍
事
力
に
つ
い
て
は
、
核
抑
止
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「
イ
ス
ラ
エ
ル
・
米
の
対
イ
ラ
ン
攻
撃
　

背
景
と
影
響
」④

鈴
木
　
啓
之
　
東
京
大
学

特
任
准
教
授

３月23日

「
体
制
崩
壊
」
狙
う
イ
ス
ラ
エ
ル

「
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」㉝

小
原
　
凡
司
　
笹
川
平
和
財
団

上
席
フ
ェ
ロ
ー

３月24日

大
国
同
士
の
世
界
秩
序
を
追
求

ル
は
直
後
に
核
関
連
施
設
を
攻
撃
し
た
。

米
国
が
イ
ラ
ン
と
の「
交
渉
」に
傾
斜
し

て
、
停
戦
の
流
れ
が
で
き
る
こ
と
に
反
発

す
る
か
の
よ
う
な
行
動
だ
。

　
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
の
強
硬
姿
勢
を
支
え

る
背
景
と
し
て
、
鈴
木
啓
之
氏
は
現
地
紙

の
世
論
調
査（
３
・
20
）を
示
し
た
。
戦
争

の
終
着
点
に
つ
い
て
39
％
が「
現
体
制
の

転
換
」と
回
答
。「
核
開
発
の
完
全
破
壊
」

の
18
％
な
ど
を
引
き
離
し
て
い
る
と
指
摘

し
、「
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
の
期
待
に
後
押
し

を
受
け
て
い
る
」と
解
説
し
た
。

　
で
は
な
ぜ
、
民
間
人
を
巻
き
込
む
軍
事

行
動
が
容
認
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
問
い
に

は
、「
ガ
ザ
で
の
戦
闘
以
降
、
目
的
が
正

し
け
れ
ば
手
段
を
選
ば
ず
の
理
解
が
広
が

っ
た
」と
述
べ
た
。

　
得
心
し
た
の
は
、「
体
制
転
換
と
言
い

な
が
ら
、
狙
っ
て
い
る
の
は
体
制
崩
壊
」

と
い
う
分
析
。
国
家
崩
壊
で
イ
ラ
ン
が
混

乱
し
て
も
、
自
国
に
対
す
る
軍
事
的
脅
威

が
除
去
さ
れ
れ
ば
い
い
と
の
考
え
方
だ
。

　「
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
体
制
は
47
年
続
い

て
い
る
。
傷
だ
ら
け
だ
が
、
外
国
勢
力
に

崩
壊
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
イ
ラ
ン
国
民
が

選
ぶ
の
か
。
簡
単
な
話
で
は
な
い
」

　
そ
れ
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
も
最
初
か

ら
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
な
ら
ば
、
米
国

は
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
地
上
部
隊

が
投
入
さ
れ
れ
ば
、
真
の
泥
沼
に
な
る
。

�

時
事
通
信
社
解
説
委
員
　
宮
坂
　
一
平

の
動
揺
を
横
目

に
、
ト
ラ
ン
プ

氏
は
戦
闘
終
結

を
模
索
。
イ
ラ

ン
の
発
電
所
へ

の
攻
撃
猶
予
延

長
を
表
明
し
た

が
、
イ
ス
ラ
エ

　「
４
週
間
は
か
か
る
が
、
そ
れ
よ
り
短

い
か
も
し
れ
な
い
」。
米
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
が
イ
ラ
ン
に
攻
撃
を
開
始
し
た
翌
日
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
軍
事
作
戦
終
了
ま
で

の
期
間
を
そ
う
語
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
初
日
の
攻
撃
で
最
高
指
導
者

ハ
メ
ネ
イ
師
を
殺
害
し
、
イ
ラ
ン
国
民
に

蜂
起
を
促
し
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
湾
岸
諸
国
は
イ
ラ
ン
の

報
復
攻
撃
に
巻
き
込
ま
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

輸
送
の
要
衝
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
も
事
実
上
封

鎖
さ
れ
た
。
世
界
経
済
は「
人
質
」に
取

ら
れ
た
格
好
だ
。今
回
の
攻
撃
は
、「
脅
威
」

の
排
除
や
主
権
国
家
の
体
制
転
換
ま
で
狙

っ
た
力
の
行
使
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
、
イ
ラ
ン
は「
非
対
称
戦
」で

応
じ
、
米
国
に
は
焦
り
が
見
え
る
。
市
場

力
で
は
一
定
の
水
準
に
達
し
た
も
の
の
、

中
国
に
は
通
常
戦
力
で
米
国
を
攻
撃
す
る

能
力
が
な
い
こ
と
か
ら
、
空
母
打
撃
群
の

構
築
に
よ
り
、
北
米
東
海
岸
に
到
達
す
る

能
力
を
追
求
し
て
い
る
と
分
析
す
る
。

　
ま
た
中
国
は
核
戦
力
に
つ
い
て「
先
制

不
使
用
」と「
最
小
限
抑
止
」を
基
本
と
し

て
、「
核
軍
拡
競
争
」に
参
加
し
な
い
な

ど
と
う
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
６
０
０

個
の
核
弾
頭
を
保
有
し
、「
毎
年
１
０
０

個
ず
つ
増
や
し
て
い
る
。
現
実
と
矛
盾
す

る
」と
小
原
氏
は
指
摘
す
る
。

　
ま
た
２
０
２
７
年
に
中
国
が
台
湾
に
武

力
侵
攻
す
る
と
の
説
に
つ
い
て
は
、「
私

自
身
、
以
前
か
ら
あ
り
得
な
い
と
主
張
し

て
き
た
」と
語
る
と
と
も
に
、「
中
国
指

導
部
は
２
０
２
７
年
ま
で
に
台
湾
侵
攻
を

実
行
す
る
計
画
は
な
い
」と
し
た
米
国
情

報
長
官
室
の「
年
次
脅
威
評
価
２
０
２

６
」と
も
整
合
す
る
と
語
っ
た
。

　
会
見
で
は
豊
富
な
写
真
で
空
母
打
撃
群

や
軍
事
演
習
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
る
と
と

も
に
、
現
在
進
行
中
の
人
民
解
放
軍
の
大

粛
清
、
中
国
が
重
視
す
る
知
能
化
戦
争
の

実
態
、
北
極
圏
で
の
米
中
ロ
の
動
向
、
全

国
人
民
代
表
大
会
で
の
習
近
平
主
席
の
演

説
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
い
解
説
が

聞
か
れ
た
。
い
ま
中
国
の
動
向
か
ら
目
が

離
せ
な
い
。

　�

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
日
本
テ
レ
ビ
放
送

網
出
身�

倉
澤
　
治
雄

　
仮
に「
台
湾

有
事
」が「
日
本

有
事
」で
あ
る

な
ら
ば
、
中
国

の
意
図
と
力
量

を
推
し
量
る
こ

と
な
し
に
、
安

定
か
つ
継
続
し

た
日
中
関
係
は
成
立
し
え
な
い
。
シ
リ
ー

ズ
で
展
開
さ
れ
て
い
る「
中
国
で
何
が
起

き
て
い
る
の
か
」の
33
回
目
は
海
上
自
衛

隊
出
身
で
笹
川
平
和
財
団
上
席
フ
ェ
ロ
ー

の
小
原
凡
司
氏
が
中
国
の「
意
図
」と「
力

量
」に
つ
い
て
軍
事
的
視
点
か
ら
語
っ
た
。

　
小
原
氏
は「
米
中
グ
ラ
ン
ド
・
バ
ー
ゲ

ニ
ン
グ
」と
い
う
言
葉
で
、
中
国
の「
意

図
」を
表
現
し
た
。「
米
中
グ
ラ
ン
ド
・

バ
ー
ゲ
ニ
ン
グ
」と
は
米
中
が
相
互
干
渉

せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
的
を
追
求
で
き
る

大
国
同
士
の
世
界
秩
序
で
あ
る
。
実
現
に

は
米
国
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
の「
デ
ィ
ー

ル
」が
必
要
で
あ
り
、
デ
ィ
ー
ル
を
有
利

に
進
め
る
た
め
に
も
、
経
済
力
、
軍
事
力

を
誇
示
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
小

原
氏
の
見
立
て
で
あ
る
。

　
と
く
に
軍
事
力
に
つ
い
て
は
、
核
抑
止
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ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪�

正
田

　裕
生（
共
同
通
信
社
編
集
委
員
）

広
域
開
催
、
今
後
の
モ
デ
ル
に

「
ス
マ
ホ
時
代
」の
報
道
模
索

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
会
場
は
満
員
の

観
客
席
が
熱
気
に
包
ま
れ
、
演
技
一
つ
一

つ
に
拍
手
が
起
き
た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
は
イ
タ
リ
ア
勢
が
活
躍
し
、
フ
ァ
ン
は

熱
狂
し
た
。
聖
火
が
と
も
る
ミ
ラ
ノ
市
中

心
部
の「
平
和
の
門
」周
辺
や
公
式
グ
ッ

ズ
ス
ト
ア
は
多
く
の
人
で
ご
っ
た
返
し
た

―
。

こ
れ
は
ミ
ラ
ノ
に
い
た
私
が
感
じ
た
大

会
の
印
象
だ
。
四
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
会

場
群
）が
広
範
囲
に
広
が
り
、
か
つ
て
な

い
分
散
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
他
の
エ
リ

ア
の
様
子
は
詳
し
く
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
ミ
ラ
ノ
か
ら
他
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
移

動
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
戻
る
こ
と
は
、

距
離
が
遠
く
交
通
手
段
も
な
い
た
め
不
可

能
だ
っ
た
。
取
材
陣
は
、
基
本
的
に
カ
バ

ー
す
る
競
技
に
応
じ
て
ク
ラ
ス
タ
ー
を
固

定
。
ミ
ラ
ノ
と
他
の
エ
リ
ア
で
は
環
境
が

違
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の「
ミ

ラ
ノ
五
輪
像
」を
持
っ
た
だ
ろ
う
。

70
年
前
の
五
輪
施
設
使
用

大
会
は
お
お
む
ね
成
功
だ
っ
た
と
言
え

る
。
パ
リ
夏
季
五
輪
に
続
い
て
選
手
と
会

場
が
一
体
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
な
か

っ
た
祝
祭
感
が
あ
ふ
れ
た
。
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
か
っ
た
。
ミ
ラ
ノ
で
フ
ィ
ギ
ュ

ア
を
観
戦
し
、
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ

ォ
で
ボ
ブ
ス
レ
ー
を
見
る
、
と
い
う
よ
う

に
観
客
が
各
地
を
渡
っ
た
。
盛
り
上
が
り

が
イ
タ
リ
ア
北
部
に
広
が
っ
た
あ
り
さ
ま

は
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
思
わ
せ
た
。

開
催
経
費
削
減
を
目
的
に
既
存
施
設
を

最
大
限
活
用
し
た
た
め
会
場
は
分
散
し

た
。
三
浦
璃
来
、
木
原
龍
一
組
の
金
メ
ダ

ル
な
ど
で
沸
い
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
会
場
は
約

７
千
人
収
容
と
五
輪
と
し
て
は
小
ぶ
り

で
、
古
か
っ
た
。
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ

ツ
ォ
の
カ
ー
リ
ン
グ
会
場
は
70
年
前
の
五

輪
で
使
っ
た
会
場
を
改
修
。
最
先
端
の
施

設
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
冬
季
五
輪

が
開
催
可
能
な
地
域
が
減
少
し
、
自
治
体

の
財
政
負
担
が
重
荷
と
な
っ
て
い
る
中
で

は
致
し
方
な
い
。
今
後
の
大
会
の
モ
デ
ル

の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
に
も
影
響
が
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）か
ら
各
会
場

ま
で
メ
デ
ィ
ア
専
用
バ
ス
が
走
る
、
と
い

う
環
境
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
。
ミ
ラ
ノ
で

は
地
下
鉄
が
主
な
移
動
手
段
で
、
最
寄
り

駅
か
ら
会
場
ま
で
20
分
以
上
歩
く
こ
と
も

あ
り
、
特
に
カ
メ
ラ
マ
ン
に
は
負
担
だ
っ

た
。
急
ぐ
場
合
や
未
明
に
は
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、経
費
が
か
か
る
。

ホ
テ
ル
代
も
高
く
、円
安
も
重
く
響
い
た
。

取
材
者
を
各
会
場
に
固
定
し
た
た
め
課
題

の
共
有
が
難
し
く
、
大
会
が
終
わ
っ
て
か

ら
判
明
し
た
こ
と
も
。
選
手
団
か
ら「
視

察
に
時
間
が
か
か
る
」「
他
競
技
の
選
手
と

交
流
で
き
な
い
」な
ど
不
満
が
出
た
が
、

情
報
把
握
の
難
し
さ
で
は
メ
デ
ィ
ア
も
同

じ
だ
っ
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
厳
し
く

な
か
っ
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
。
　

端
末
、
ア
プ
リ 

取
材
は
便
利
に

一
方
、
取
材
手
法
は
便
利
に
な
っ
た
。

各
競
技
や
記
者
会
見
の
ラ
イ
ブ
映
像
は
各

自
の
端
末
で
見
ら
れ
た
。
通
訳
用
ア
プ
リ

を
使
い
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
で
の
記
者
会
見
は
日
本

語
で
も
内
容
を
聞
け
た
。
ま
た
、
競
技
終

了
後
の
記
者
会
見
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
付
き
で
自
社
サ

イ
ト
で
利
用
で
き
た
。

五
輪
の
楽
し
み
方
は
多
様
化
し
て
い

る
。
日
本
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
サ

イ
ト
で
繰
り
返
し
映
像
を
見
ら
れ
る
。
競

技
後
の
舞
台
裏
の
出
来
事
は
選
手
や
チ
ー

ム
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
詳
し
い
様
子
が

分
か
る
。
記
者
会
見
の
ノ
ー
カ
ッ
ト
版
動

画
は
再
生
回
数
を
稼
い
だ
。
情
報
が
あ
ふ

れ
る
中
で
、
新
聞
は
、
文
章
は
何
を
伝
え

ら
れ
る
の
か
。
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
感

動
を
伝
え
る
に
は
新
聞
記
事
は
短
い
が
、

何
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
べ
き
か
。
ネ
ッ
ト
用

の
展
開
と
し
て
、
長
め
の
分
析
、
解
説
記

事
が
さ
ら
に
読
ま
れ
る
か
。
ス
マ
ホ
で
即

座
に
映
像
を
見
ら
れ
る
時
代
の
課
題
を
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

ミラノ・コルティナ冬季五輪のフィギュアスケートペアで金メダルを獲得し
た三浦璃来（左）、木原龍一組（２月16日/イタリア・ミラノ/共同通信社提供）
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携
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米・イ
ス
ラ
エ
ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃�

松
岡

　大
地（
毎
日
新
聞
社
エ
ル
サ
レ
ム
支
局
）

「
力
こ
そ
正
義
」の
ツ
ケ
重
く

「
現
場
取
材
は
迅
速
に
」徹
底

２
月
末
の
午
前
８
時
過
ぎ
。
家
族
で
朝

食
を
食
べ
終
え
、
リ
ビ
ン
グ
で
く
つ
ろ
い

で
い
た
時
、
携
帯
電
話
か
ら
け
た
た
ま
し

い
電
子
音
が
な
っ
た
。
米
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
が
イ
ラ
ン
に
先
制
攻
撃
し
た
こ
と
に
伴

い
、
報
復
攻
撃
に
備
え
る
よ
う
、
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
か
ら
警
戒
を
呼
び
か
け
る
ア
ラ
ー

ト
だ
っ
た
。「
つ
い
に
、
始
ま
っ
た
か
」。

思
わ
ず
、
私
は
天
を
仰
い
だ
。

家
族
と
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
へ

パ
ジ
ャ
マ
姿
だ
っ
た
１
歳
と
３
歳
の
子

ど
も
を
慌
て
て
着
替
え
さ
せ
、
近
く
の
地

下
シ
ェ
ル
タ
ー
へ
向
か
う
と
、
約
30
人
が

避
難
し
て
い
た
。
裸
足
の
ま
ま
駆
け
込
ん

だ
人
や
、
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
え
た
父

親
の
姿
も
あ
っ
た
。
子
ど
も
に
不
安
を
感

じ
さ
せ
ま
い
と
、
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
る

母
親
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

子
ど
も
と
妻
を
シ
ェ
ル
タ
ー
に
残
し
、

原
稿
を
書
く
た
め
支
局
へ
戻
っ
た
。
そ
の

後
も
警
報
は
約
15
分
お
き
に
鳴
り
、
上
空

で
は「
ゴ
ー
」と
い
う
不
穏
な
音
が
響
き

続
け
た
。
イ
ラ
ン
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
を
迎

撃
す
る
音
な
の
か
、
時
折
、「
ド
ー
ン
」

と
い
う
衝
撃
音
と
と
も
に
振
動
が
伝
わ

ン
の
高
官
協
議
は
直
前
ま
で
続
い
て
い
た

が
、
大
き
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
も
ま

た
、
イ
ラ
ン
を
再
び
攻
撃
す
る
機
会
を
う

か
が
っ
て
い
た
。
今
年
１
月
に
は
イ
ラ
ン

国
内
で
物
価
高
な
ど
に
抗
議
す
る
反
政
府

デ
モ
が
激
化
。
ト
ラ
ン
プ
氏
や
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
氏
に
と
っ
て
は
、
イ
ラ
ン
再
攻
撃
の
好

機
と
映
っ
た
は
ず
だ
。
核
開
発
を
巡
る
高

官
協
議
は
も
は
や
、
攻
撃
態
勢
を
整
え
る

た
め
の「
時
間
稼
ぎ
」で
し
か
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

エ
ル
サ
レ
ム
に
暮
ら
す
私
も
安
全
確
保

を
迫
ら
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は「
世
界
最

先
端
」の
防
空
シ
ス
テ
ム
を
誇
る
が
、
イ

ラ
ン
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
を
す
べ
て
打
ち
落

と
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。
昨
年
６
月
の
戦

争
で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
約
30
人
が
死

亡
し
て
い
る
。

住
宅
に
は
シ
ェ
ル
タ
ー
が
な
く
、
公
共

シ
ェ
ル
タ
ー
ま
で
徒
歩
数
分
か
か
る
。
夜

中
に
子
ど
も
を
抱
え
て
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
で

避
難
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
寝
室
自
体
が
シ
ェ
ル
タ
ー
と
な
っ
て

い
る
ア
パ
ー
ト
を
数
日
間
借
り
て
、
ミ
サ

イ
ル
が
最
も
飛
来
し
た
時
期
を
何
と
か
し

の
い
だ
。

ミ
サ
イ
ル
撃
ち
落
と
し
も
目
撃

取
材
で
も
安
全
確
保
が
重
要
な
課
題
だ

っ
た
。
３
月
１
日
、
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
西

に
約
30
㌔
の
ベ
イ
ト
シ
ェ
メ
シ
ュ
の
住
宅

地
に
イ
ラ
ン
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
が
着
弾

し
、
９
人
が
死
亡
し
た
。
翌
日
、
現
地
に

入
る
と
、
破
壊
さ
れ
た
住
宅
と
途
方
に
暮

れ
る
住
民
の
姿
が
広
が
っ
て
い
た
。

一
方
で
、
上
空
で
は
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ

ラ
ン
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
落
と
す
様

子
も
見
え
た
。
１
時
間
で
取
材
を
終
え
、

現
場
を
離
れ
た
。
そ
の
２
時
間
後
に
、
再

び
ベ
イ
ト
シ
ェ
メ
シ
ュ
に
ミ
サ
イ
ル
が
着

弾
し
、
19
人
が
負
傷
し
た
。「
紛
争
の
現

場
取
材
は
速
や
か
に
切
り
上
げ
る
」。
そ

の
鉄
則
の
重
み
を
痛
感
し
た
。

戦
闘
開
始
か
ら
３
週
間
以
上
が
経
過
す

る
中
、
出
口
は
ま
だ
見
え
な
い
。
イ
ラ
ン

は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
を
事
実
上
封
鎖
し
、
世

界
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
１
月
に
南
米
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
の
マ
ド
ゥ
ロ
大
統
領
夫
妻
を
拘
束
す
る

「
斬
首
作
戦
」を
成
功
さ
せ
た
。
今
回
の

イ
ラ
ン
へ
の
先
制
攻
撃
も
、
そ
の
成
功
に

触
発
さ
れ
た
と
の
見
方
が
あ
る
。し
か
し
、

イ
ラ
ン
の
強
硬
姿
勢
を
前
に
、
戦
闘
は
泥

沼
化
の
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
国
際
規
範

を
軽
視
し
、「
力
こ
そ
正
義
」を
信
じ
て

疑
わ
な
い
一
部
指
導
者
た
ち
に
対
し
て
、

国
際
社
会
は
有
効
な
手
立
て
を
講
じ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
の
ツ
ケ
を
今
、
国
際
社
会

は
払
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

（
３
月
23
日
記
）

ま
つ
お
か
・
だ
い
ち
▼
岩
手
の
放
送
局
を
経
て
　

2
0
1
4
年
に
毎
日
新
聞
社
入
社
　
静
岡
支

局
　
東
京
経
済
部
　
外
信
部
を
経
て
　
24
年

４
月
よ
り
現
職

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

り
、
思
わ
ず
体
が
こ

わ
ば
っ
た
。

戦
争
が
始
ま
っ
た

こ
と
に
驚
き
は
な
か

っ
た
。
米
国
は
中
東

の
海
域
に
複
数
の
空

母
打
撃
群
を
派
遣

し
、
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
は
攻
撃
を
示
唆

し
て
い
た
か
ら
だ
。

イ
ラ
ン
の
核
開
発
を

巡
る
、
米
国
と
イ
ラ

写真上：イランからの報復攻撃に備えて、地下
シェルターに避難する人たち（２月28日/エルサレ
ム）　写真下：イランからの弾道ミサイル攻撃を
受けた住宅（３月２日/イスラエル中部ベイトシェ
メシュ）いずれも筆者撮影、毎日新聞社提供
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ミ
ラ
ノ
・
コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
五
輪�

正
田

　裕
生（
共
同
通
信
社
編
集
委
員
）

広
域
開
催
、
今
後
の
モ
デ
ル
に

「
ス
マ
ホ
時
代
」の
報
道
模
索

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
会
場
は
満
員
の

観
客
席
が
熱
気
に
包
ま
れ
、
演
技
一
つ
一

つ
に
拍
手
が
起
き
た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
は
イ
タ
リ
ア
勢
が
活
躍
し
、
フ
ァ
ン
は

熱
狂
し
た
。
聖
火
が
と
も
る
ミ
ラ
ノ
市
中

心
部
の「
平
和
の
門
」周
辺
や
公
式
グ
ッ

ズ
ス
ト
ア
は
多
く
の
人
で
ご
っ
た
返
し
た

―
。

こ
れ
は
ミ
ラ
ノ
に
い
た
私
が
感
じ
た
大

会
の
印
象
だ
。
四
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
会

場
群
）が
広
範
囲
に
広
が
り
、
か
つ
て
な

い
分
散
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
他
の
エ
リ

ア
の
様
子
は
詳
し
く
は
分
か
ら
な
か
っ

た
。
ミ
ラ
ノ
か
ら
他
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
移

動
し
て
そ
の
日
の
う
ち
に
戻
る
こ
と
は
、

距
離
が
遠
く
交
通
手
段
も
な
い
た
め
不
可

能
だ
っ
た
。
取
材
陣
は
、
基
本
的
に
カ
バ

ー
す
る
競
技
に
応
じ
て
ク
ラ
ス
タ
ー
を
固

定
。
ミ
ラ
ノ
と
他
の
エ
リ
ア
で
は
環
境
が

違
っ
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の「
ミ

ラ
ノ
五
輪
像
」を
持
っ
た
だ
ろ
う
。

70
年
前
の
五
輪
施
設
使
用

大
会
は
お
お
む
ね
成
功
だ
っ
た
と
言
え

る
。
パ
リ
夏
季
五
輪
に
続
い
て
選
手
と
会

場
が
一
体
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
は
な
か

っ
た
祝
祭
感
が
あ
ふ
れ
た
。
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
か
っ
た
。
ミ
ラ
ノ
で
フ
ィ
ギ
ュ

ア
を
観
戦
し
、
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ
ツ

ォ
で
ボ
ブ
ス
レ
ー
を
見
る
、
と
い
う
よ
う

に
観
客
が
各
地
を
渡
っ
た
。
盛
り
上
が
り

が
イ
タ
リ
ア
北
部
に
広
が
っ
た
あ
り
さ
ま

は
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
を
思
わ
せ
た
。

開
催
経
費
削
減
を
目
的
に
既
存
施
設
を

最
大
限
活
用
し
た
た
め
会
場
は
分
散
し

た
。
三
浦
璃
来
、
木
原
龍
一
組
の
金
メ
ダ

ル
な
ど
で
沸
い
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
会
場
は
約

７
千
人
収
容
と
五
輪
と
し
て
は
小
ぶ
り

で
、
古
か
っ
た
。
コ
ル
テ
ィ
ナ
ダ
ン
ペ
ッ

ツ
ォ
の
カ
ー
リ
ン
グ
会
場
は
70
年
前
の
五

輪
で
使
っ
た
会
場
を
改
修
。
最
先
端
の
施

設
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
冬
季
五
輪

が
開
催
可
能
な
地
域
が
減
少
し
、
自
治
体

の
財
政
負
担
が
重
荷
と
な
っ
て
い
る
中
で

は
致
し
方
な
い
。
今
後
の
大
会
の
モ
デ
ル

の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

取
材
に
も
影
響
が
あ
っ
た
。
メ
イ
ン
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｐ
Ｃ
）か
ら
各
会
場

ま
で
メ
デ
ィ
ア
専
用
バ
ス
が
走
る
、
と
い

う
環
境
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
。
ミ
ラ
ノ
で

は
地
下
鉄
が
主
な
移
動
手
段
で
、
最
寄
り

駅
か
ら
会
場
ま
で
20
分
以
上
歩
く
こ
と
も

あ
り
、
特
に
カ
メ
ラ
マ
ン
に
は
負
担
だ
っ

た
。
急
ぐ
場
合
や
未
明
に
は
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、経
費
が
か
か
る
。

ホ
テ
ル
代
も
高
く
、円
安
も
重
く
響
い
た
。

取
材
者
を
各
会
場
に
固
定
し
た
た
め
課
題

の
共
有
が
難
し
く
、
大
会
が
終
わ
っ
て
か

ら
判
明
し
た
こ
と
も
。
選
手
団
か
ら「
視

察
に
時
間
が
か
か
る
」「
他
競
技
の
選
手
と

交
流
で
き
な
い
」な
ど
不
満
が
出
た
が
、

情
報
把
握
の
難
し
さ
で
は
メ
デ
ィ
ア
も
同

じ
だ
っ
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
厳
し
く

な
か
っ
た
こ
と
は
幸
運
だ
っ
た
。
　

端
末
、
ア
プ
リ 

取
材
は
便
利
に

一
方
、
取
材
手
法
は
便
利
に
な
っ
た
。

各
競
技
や
記
者
会
見
の
ラ
イ
ブ
映
像
は
各

自
の
端
末
で
見
ら
れ
た
。
通
訳
用
ア
プ
リ

を
使
い
、
Ｍ
Ｐ
Ｃ
で
の
記
者
会
見
は
日
本

語
で
も
内
容
を
聞
け
た
。
ま
た
、
競
技
終

了
後
の
記
者
会
見
は
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
付
き
で
自
社
サ

イ
ト
で
利
用
で
き
た
。

五
輪
の
楽
し
み
方
は
多
様
化
し
て
い

る
。
日
本
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
サ

イ
ト
で
繰
り
返
し
映
像
を
見
ら
れ
る
。
競

技
後
の
舞
台
裏
の
出
来
事
は
選
手
や
チ
ー

ム
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
、
詳
し
い
様
子
が

分
か
る
。
記
者
会
見
の
ノ
ー
カ
ッ
ト
版
動

画
は
再
生
回
数
を
稼
い
だ
。
情
報
が
あ
ふ

れ
る
中
で
、
新
聞
は
、
文
章
は
何
を
伝
え

ら
れ
る
の
か
。
限
ら
れ
た
紙
幅
の
中
で
感

動
を
伝
え
る
に
は
新
聞
記
事
は
短
い
が
、

何
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
べ
き
か
。
ネ
ッ
ト
用

の
展
開
と
し
て
、
長
め
の
分
析
、
解
説
記

事
が
さ
ら
に
読
ま
れ
る
か
。
ス
マ
ホ
で
即

座
に
映
像
を
見
ら
れ
る
時
代
の
課
題
を
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

ミラノ・コルティナ冬季五輪のフィギュアスケートペアで金メダルを獲得し
た三浦璃来（左）、木原龍一組（２月16日/イタリア・ミラノ/共同通信社提供）

し
ょ
う
だ
・
ひ
ろ
き
▼
1
9
9
1
年
入
社
　
99

年
に
運
動
部
に
異
動
し
　
五
輪
は
９
大
会
を
現

地
で
取
材
す
る
な
ど
毎
大
会
報
道
に
携
わ
る
　

2
0
0
5
〜
06
年
に
ト
リ
ノ
に
赴
任
　
10
〜
13

年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
支
局
　
運
動
部
長
　
編
集
局

次
長
を
経
て
現
職
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月
並
み
な
表
現
だ
が
、
10
年
の
月
日
は

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
当

時
の
惨
状
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
復
旧
途
上

の
熊
本
城
な
ど
一
部
を
除
き
何
事
も
な
か

っ
た
よ
う
な
現
在
の
平
穏
な
風
景
と
時
の

流
れ
に
複
雑
な
思
い
も
す
る
。

２
０
１
６
年
４
月
、
熊
本
県
央
部
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地

震
が
発
生
し
た
。
最
大
震
度
７
を
２
度
観

測
す
る
未
曽
有
の
災
害
で
、
県
内
で
関
連

死
を
含
む
２
７
５
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

当
時
、
私
が
常
駐
し
て
い
た
阿
蘇
市
の
隣

村
で
は
、
土
砂
崩
れ
や
ア
パ
ー
ト
の
倒
壊

で
住
民
や
大
学
生
ら
が
亡
く
な
っ
た
。
地

域
の
穏
や
か
で
優
美
な
風
景
は
大
き
く
傷

つ
き
、
あ
ち
こ
ち
で
草
原
や
林
地
が
崩
落

し
て
爪
で
ひ
っ
か
か
れ
た
よ
う
に
な
り
、

災 害とともに

「風化」防ぐ地道な報道
責任の一端 担い続ける

岡本　幸浩
（熊本日日新聞社編集局次長）

熊本地震から10年 減災
防災
被災

最前線�

道
路
や
農
地
も
陥
没
し
た
り
、
盛
り
上
が

っ
た
り
し
た
。

■
む
き
出
し
の「
本
性
」に
接
し
て

犠
牲
と
な
っ
た
遺
族
や
友
人
ら
は
も
ち

ろ
ん
、
住
民
た
ち
の
日
常
は
狂
い
、
地
域

に
絶
望
感
が
漂
っ
て
い
た
。
取
材
で
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
の
一
つ
が
、

災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
の
光
景
だ
。
押
し

寄
せ
る
車
列
を
行
政
職
員
が
誘
導
し
て
い

た
が
、
一
帯
は
大
渋
滞
し
、
住
民
た
ち
は

殺
気
立
っ
て
い
た
。「
何
し
よ
っ
と
か
、
と

っ
と
と（
早
く
）誘
導
し
ろ
！
」。
そ
う
し

た
罵
声
が
職
員
た
ち
に
浴
び
せ
ら
れ
た
。

不
条
理
な
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
、
や
り

場
の
な
い
怒
り
や
不
安
が
、
理
性
で
抑
え

て
い
た
感
情
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
爆
発
さ

せ
る
の
か
と
、
人
間
の
本
性
を
見
た
気
が

し
た
。
そ
の
後
、
対
応
に
当
た
っ
て
い
た

男
性
職
員
の
１
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
た
。

職
員
は
労
災
認
定
を
受
け
、
遺
族
へ
の
取

材
を
何
度
か
試
み
た
が
応
じ
て
は
も
ら
え

な
か
っ
た
。
業
務
だ
け
が
理
由
で
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
職
員
は
ど
ん

な
思
い
で
市
民
と
接
し
て
い
た
の
か
知
る

こ
と
が
で
き
ず
、
今
も
心
に
引
っ
か
か
っ

て
い
る
。

災
害
報
道
の
役
割
の
一
つ
に
、
後
世
に

教
訓
を
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
遺

族
へ
の
取
材
は
、
次
に
起
き
る
災
害
の
被

害
を
抑
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
が
、
取
材

に
答
え
た
く
な
い
気
持
ち
も
よ
く
分
か

る
。
熊
本
地
震
で
も
取
材
を
拒
否
す
る
遺

族
や
関
係
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
悲
し
み
を
抱
え
な
が
ら
発
し
て

く
れ
る
遺
族
の
言
葉
は
貴
重
で
重
い
。
大

挙
し
て
被
災
者
を
取
材
す
る
姿
勢
や
負
の

感
情
の
積
み
重
ね
が
そ
う
し
た
事
態
を
招

き
、
新
聞
も
含
め
て「
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ

ア
」と
や
ゆ
さ
れ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る

気
も
す
る
。

■
ワ
ッ
ペ
ン
の
報
道 

通
年
で
続
け

一
方
で
、
報
道
に
は
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
大
切
な
役
割
も
あ
る
。
本
紙
な
ど
全

国
19
の
地
方
紙
が
東
日
本
大
震
災
か
ら
15

年
を
前
に
２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
回
答
３
１
３
９
件
）で
、
災
害
時
の
避
難

に
つ
い
て
身
近
な
人
と
話
す
と
答
え
た
人

は
半
数
程
度
だ
っ
た
。
大
地
震
を
経
験
し

た
熊
本
県
も
56
％
に
と
ど
ま
り
、
記
憶
と

備
え
へ
の
意
識
が
薄
く
な
っ
て
い
る
現
状

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
報
道
に
何
が
足

り
て
い
な
い
の
か
、
検
証
が
必
要
だ
と
思

う
。「災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」。
残
念
だ
が
、
恐
ら
く
ま
た
日
本
の

ど
こ
か
で
自
然
災
害
は
起
き
る
だ
ろ
う
。

繰
り
返
し
報
道
し
て
も
、
教
訓
が
十
分
に

生
か
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
だ
、
犠

牲
者
の
無
念
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
地
道
に
報
道

を
続
け
、
多
く
の
人
に
自
分
事
と
し
て
日

頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

信
じ
た
い
。
本
紙
は
熊
本
地
震
の
ワ
ッ
ペ

ン
報
道
を
通
年
で
続
け
て
お
り
、
発
生
か

ら
丸
10
年
の
４
月
14
日
に
は
８
㌻
特
集
を

掲
載
す
る
。

３
月
20
日
、
熊
本
地
震
に
よ
る
復
興
事

業
の
中
核
だ
っ
た
県
道
が
全
線
で
開
通
し

た
。
県
道
は
発
災
で
沿
線
の
家
屋
な
ど
が

倒
壊
し
て
ふ
さ
が
れ
、
一
帯
で
は
多
く
の

人
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
道
幅
は
約
３

倍
に
な
り
、
見
違
え
る
姿
に
な
っ
た
。

開
通
イ
ベ
ン
ト
に
、
地
震
後
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
開
通
を
祝
っ

た
。
体
験
し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

地
域
で
起
き
た
こ
と
を
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
責
任
の
一
端

を
、
本
紙
も
担
い
続
け
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。

４
車
線
化
さ
れ
た
県
道
熊
本
高
森
。
写
真
奥
は
熊
本
市
中

心
部
方
面（
益
城
町
／
ド
ロ
ー
ン
撮
影
／
熊
本
日
日
新
聞
社
提
供
）
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▼
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阿
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長
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報
道
本
部
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方
都
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部
長
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ど
を
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て
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３
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職
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「
午
後
９
時
か
ら
記
者
会
見
を
開
き
ま

す
」。
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
か
ら
緊

急
の
連
絡
が
入
っ
た
。
３
月
13
日
夜
。
再

稼
働
し
た
６
号
機
で
、
発
電
機
の
漏
電
を

知
ら
せ
る
警
報
が
作
動
し
た
と
い
う
。

発
送
電
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
、
５

日
後
に
予
定
し
て
い
た
営
業
運
転
開
始
は

延
期
に
な
っ
た
。

東
電
の
当
初
の
計
画
で
は
、
営
業
運
転

開
始
を
２
月
26
日
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
１
月
21
日
の
再
稼
働
直
後
に
制
御
棒
関

連
の
警
報
が
作
動
、
２
週
間
原
子
炉
を
停

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
２
月

９
日
に
再
び
起
動
し
た
が
、
今
回
の
問
題

が
起
こ
っ
た
。「
ま
た
か
」と
い
う
徒
労

感
が
募
っ
た
。

２
０
１
１
年
の
福
島
第
１
原
発
事
故
の

当
事
者
で
あ
る
東
電
が
、
原
発
を
動
か
す

の
は
14
年
ぶ
り
に
な
る
だ
け
に
、
柏
崎
刈

羽
原
発
の
再
稼
働
は
全
国
的
な
注
目
を
浴

び
て
い
る
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の
稲
垣
武
之
所
長
は

「
今
ま
で
以
上
に
責
任
感
と
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
の
意
識
を
持
つ
必
要
が
あ
る
」

と
話
す
が
、「
原
発
は
本
当
に
大
丈
夫
な

の
か
」と
い
う
疑
問
は
膨
ら
む
。

■
県
民
７
割
に
根
強
い
不
安

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
を
巡
っ
て

は
、
技
術
面
、
制
度
面
な
ど
で
議
論
が
長

く
続
い
て
き
た
が
、
新
潟
県
民
の
賛
否
は

な
お
割
れ
て
い
る
。

県
が
25
年
に
実
施
し
た
県
民
意
識
調
査

で
は
、
約
７
割
が
東
電
に
よ
る
原
発
の
運

転
に
不
安
が
あ
る
と
回
答
し
た
。
東
電
に

対
す
る
不
安
や
不
信
が
い
か
に
根
強
い
か

の
証
し
だ
ろ
う
。

背
景
に
は
、
福
島
事
故
後
も
不
祥
事
を

繰
り
返
し
た
東
電
の
体
質
が
あ
る
。

免
震
重
要
棟
の
耐
震
性
不
足
、
安
全
対

策
工
事
の
未
完
了
発
覚
、
テ
ロ
対
策
の
不

備
…
。
こ
れ
ら
が
次
々
と
表
面
化
し
、
規

制
当
局
か
ら
一
時
、
事
実
上
の
運
転
禁
止

命
令
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

今
年
１
月
の
再
稼
働
前
後
に
は
、
制
御

棒
関
連
の
警
報
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
た
。

核
分
裂
反
応
を
調
節
す
る
、
ま
さ
に
安
全

上
最
重
要
の
設
備
に
関
わ
る
不
具
合
だ
け

に
不
安
が
広
が
っ
た
。

東
電
は「
何
か
あ
れ
ば
、
関
係
者
が
集

ま
っ
て
議
論
し
て
対
応
し
て
い
く
」と
説

明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
な
の
だ
が
、

何
か
な
い
よ
う
に
運
転
し
て
も
ら
い
た
い

の
が
県
民
の
願
い
だ
。

■「
適
格
性
」の
疑
念
深
ま
っ
た
感

東
電
は
テ
ロ
対
策
の
不
備
で
延
べ
４
千

時
間
の
追
加
検
査
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、

検
査
期
間
中
に
東
電
の
情
報
管
理
の
責
任

者
を
務
め
る
社
員
が
、
テ
ロ
対
策
の
秘
密

文
書
を
持
ち
出
し
不
適
切
に
コ
ピ
ー
し
て

い
た
こ
と
が
25
年
に
判
明
し
た
。
原
子
力

規
制
委
員
会
は
３
月
、
40
時
間
程
度
の
追

加
検
査
実
施
を
決
め
た
。

こ
の
問
題
を
受
け
、
原
発
賛
成
、
反
対

の
枠
を
越
え
て
柏
崎
市
や
刈
羽
村
の
住
民

ら
が
意
見
を
ぶ
つ
け
合
う「
原
発
の
透
明

性
を
確
保
す
る
地
域
の
会
」で
は「
東
電

が
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
水
泡
に
帰

し
た
」と
厳
し
い
声
が
上
が
っ
た
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の
地
元
で
取
材
を
続
け

て
い
て
、
東
電
が
原
発
を
動
か
す
資
格
を

問
わ
れ
る「
適
格
性
」に
対
す
る
疑
念
は

解
消
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
深
ま
っ
た

と
感
じ
て
い
る
。

雪
国
の
新
潟
県
は
一
度
原
発
事
故
が
起

き
た
際
の
避
難
に
も
不
安
が
付
き
ま
と

う
。「
寒
波
が
襲
来
し
た
時
に
き
ち
ん
と

避
難
で
き
る
の
か
」と
の
声
は
根
強
い
。

折
し
も
柏
崎
刈
羽
原
発
が
再
稼
働
し
た
１

月
21
日
ご
ろ
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
。

避
難
計
画
に
不
備
が
な
い
か
を
不
断
に

確
認
し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
国

や
県
と
と
も
に
事
業
者
で
あ
る
東
電
が
向

き
合
う
べ
き
課
題
だ
。

14
年
と
い
う
長
期
間
の
停
止
に
よ
る
運

転
員
の
経
験
不
足
を
懸
念
す
る
声
も
あ

る
。
再
稼
働
は
、
福
島
第
１
原
発
事
故
を

起
こ
し
た
東
電
が
、
新
潟
県
民
の
信
頼
を

取
り
戻
す
た
め
の
出
発
点
に
過
ぎ
な
い
。

安
全
の
検
証
を
繰
り
返
し
、
懸
念
を
払
拭

す
る
努
力
は
欠
か
せ
な
い
。

�

（
３
月
24
日
記
）

風間　栄治
（新潟日報社柏崎総局長）

新・列島報告�　新潟県
柏崎刈羽原発再稼働

営業運転開始は延期に
制御棒に続き漏電警報

か
ざ
ま
・
え
い
じ
▼
1
9
9
1
年
入
社
　
整
理

部
　
報
道
部
　
論
説
編
集
委
員
を
経
て
　
2

0
2
4
年
４
月
か
ら
現
職

東京電力柏崎刈羽原発６号機の再稼働前に最終確認
をする運転員（１月21日/柏崎刈羽原発/新潟日報社提供）

地元メディアの視点から� 新潟 発
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月
並
み
な
表
現
だ
が
、
10
年
の
月
日
は

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。
当

時
の
惨
状
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
復
旧
途
上

の
熊
本
城
な
ど
一
部
を
除
き
何
事
も
な
か

っ
た
よ
う
な
現
在
の
平
穏
な
風
景
と
時
の

流
れ
に
複
雑
な
思
い
も
す
る
。

２
０
１
６
年
４
月
、
熊
本
県
央
部
を
中

心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地

震
が
発
生
し
た
。
最
大
震
度
７
を
２
度
観

測
す
る
未
曽
有
の
災
害
で
、
県
内
で
関
連

死
を
含
む
２
７
５
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。

当
時
、
私
が
常
駐
し
て
い
た
阿
蘇
市
の
隣

村
で
は
、
土
砂
崩
れ
や
ア
パ
ー
ト
の
倒
壊

で
住
民
や
大
学
生
ら
が
亡
く
な
っ
た
。
地

域
の
穏
や
か
で
優
美
な
風
景
は
大
き
く
傷

つ
き
、
あ
ち
こ
ち
で
草
原
や
林
地
が
崩
落

し
て
爪
で
ひ
っ
か
か
れ
た
よ
う
に
な
り
、

災 害とともに

「風化」防ぐ地道な報道
責任の一端 担い続ける

岡本　幸浩
（熊本日日新聞社編集局次長）

熊本地震から10年 減災
防災
被災

最前線�

道
路
や
農
地
も
陥
没
し
た
り
、
盛
り
上
が

っ
た
り
し
た
。

■
む
き
出
し
の「
本
性
」に
接
し
て

犠
牲
と
な
っ
た
遺
族
や
友
人
ら
は
も
ち

ろ
ん
、
住
民
た
ち
の
日
常
は
狂
い
、
地
域

に
絶
望
感
が
漂
っ
て
い
た
。
取
材
で
特
に

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
の
一
つ
が
、

災
害
ご
み
の
仮
置
き
場
の
光
景
だ
。
押
し

寄
せ
る
車
列
を
行
政
職
員
が
誘
導
し
て
い

た
が
、
一
帯
は
大
渋
滞
し
、
住
民
た
ち
は

殺
気
立
っ
て
い
た
。「
何
し
よ
っ
と
か
、
と

っ
と
と（
早
く
）誘
導
し
ろ
！
」。
そ
う
し

た
罵
声
が
職
員
た
ち
に
浴
び
せ
ら
れ
た
。

不
条
理
な
自
然
災
害
に
襲
わ
れ
、
や
り

場
の
な
い
怒
り
や
不
安
が
、
理
性
で
抑
え

て
い
た
感
情
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
爆
発
さ

せ
る
の
か
と
、
人
間
の
本
性
を
見
た
気
が

し
た
。
そ
の
後
、
対
応
に
当
た
っ
て
い
た

男
性
職
員
の
１
人
が
自
ら
命
を
絶
っ
た
。

職
員
は
労
災
認
定
を
受
け
、
遺
族
へ
の
取

材
を
何
度
か
試
み
た
が
応
じ
て
は
も
ら
え

な
か
っ
た
。
業
務
だ
け
が
理
由
で
は
な
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
職
員
は
ど
ん

な
思
い
で
市
民
と
接
し
て
い
た
の
か
知
る

こ
と
が
で
き
ず
、
今
も
心
に
引
っ
か
か
っ

て
い
る
。

災
害
報
道
の
役
割
の
一
つ
に
、
後
世
に

教
訓
を
伝
え
る
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。
遺

族
へ
の
取
材
は
、
次
に
起
き
る
災
害
の
被

害
を
抑
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
が
、
取
材

に
答
え
た
く
な
い
気
持
ち
も
よ
く
分
か

る
。
熊
本
地
震
で
も
取
材
を
拒
否
す
る
遺

族
や
関
係
者
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ

だ
け
に
、
悲
し
み
を
抱
え
な
が
ら
発
し
て

く
れ
る
遺
族
の
言
葉
は
貴
重
で
重
い
。
大

挙
し
て
被
災
者
を
取
材
す
る
姿
勢
や
負
の

感
情
の
積
み
重
ね
が
そ
う
し
た
事
態
を
招

き
、
新
聞
も
含
め
て「
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ

ア
」と
や
ゆ
さ
れ
る
要
因
に
な
っ
て
い
る

気
も
す
る
。

■
ワ
ッ
ペ
ン
の
報
道 

通
年
で
続
け

一
方
で
、
報
道
に
は
記
憶
を
風
化
さ
せ

な
い
大
切
な
役
割
も
あ
る
。
本
紙
な
ど
全

国
19
の
地
方
紙
が
東
日
本
大
震
災
か
ら
15

年
を
前
に
２
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

（
回
答
３
１
３
９
件
）で
、
災
害
時
の
避
難

に
つ
い
て
身
近
な
人
と
話
す
と
答
え
た
人

は
半
数
程
度
だ
っ
た
。
大
地
震
を
経
験
し

た
熊
本
県
も
56
％
に
と
ど
ま
り
、
記
憶
と

備
え
へ
の
意
識
が
薄
く
な
っ
て
い
る
現
状

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
報
道
に
何
が
足

り
て
い
な
い
の
か
、
検
証
が
必
要
だ
と
思

う
。「災

害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」。
残
念
だ
が
、
恐
ら
く
ま
た
日
本
の

ど
こ
か
で
自
然
災
害
は
起
き
る
だ
ろ
う
。

繰
り
返
し
報
道
し
て
も
、
教
訓
が
十
分
に

生
か
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
た
だ
、
犠

牲
者
の
無
念
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
、
地
道
に
報
道

を
続
け
、
多
く
の
人
に
自
分
事
と
し
て
日

頃
か
ら
災
害
に
備
え
て
も
ら
う
こ
と
だ
と

信
じ
た
い
。
本
紙
は
熊
本
地
震
の
ワ
ッ
ペ

ン
報
道
を
通
年
で
続
け
て
お
り
、
発
生
か

ら
丸
10
年
の
４
月
14
日
に
は
８
㌻
特
集
を

掲
載
す
る
。

３
月
20
日
、
熊
本
地
震
に
よ
る
復
興
事

業
の
中
核
だ
っ
た
県
道
が
全
線
で
開
通
し

た
。
県
道
は
発
災
で
沿
線
の
家
屋
な
ど
が

倒
壊
し
て
ふ
さ
が
れ
、
一
帯
で
は
多
く
の

人
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
道
幅
は
約
３

倍
に
な
り
、
見
違
え
る
姿
に
な
っ
た
。

開
通
イ
ベ
ン
ト
に
、
地
震
後
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
開
通
を
祝
っ

た
。
体
験
し
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、

地
域
で
起
き
た
こ
と
を
未
来
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
責
任
の
一
端

を
、
本
紙
も
担
い
続
け
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
。

４
車
線
化
さ
れ
た
県
道
熊
本
高
森
。
写
真
奥
は
熊
本
市
中

心
部
方
面（
益
城
町
／
ド
ロ
ー
ン
撮
影
／
熊
本
日
日
新
聞
社
提
供
）

お
か
も
と
・
ゆ
き
ひ
ろ
▼
1
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9
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長
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ど
を
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て
　
2
0
2
6
年
３
月
か
ら
現
職
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書 いた話　書かなかった話

放
射
能
汚
染
の
危
険
よ
り
、
核
軍
事
力
増

強
を
放
棄
し
て
起
き
る
核
攻
撃
の
悲
惨
の

方
が
よ
ほ
ど
怖
い
』と
言
い
始
め
た
」

私
が
す
で
に
取
材
を
終
え
て
い
た
物
理

学
者
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
博
士
へ
の

批
判
も
厳
し
か
っ
た
。「
水
爆
を
開
発
し
た

テ
ラ
ー
博
士
ら
は
、
そ
の
後『
ク
リ
ー
ン

な
爆
弾
』を
口
に
し
始
め
た
。『
ク
リ
ー
ン

な
爆
弾
を
造
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、

実
験
を
中
止
し
て
は
そ
れ
が
で
き
な
く
な

る
』と
ね
。
核
開
発
を
続
け
る
た
め
に
、

彼
ら
は
ど
ん
な
理
屈
で
も
考
え
つ
い
た
」

◆
世
界
の
科
学
者
に
禁
止
署
名
を

ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
は
57
年
に
米
国
と
ソ

連（
現
ロ
シ
ア
）、
英
国
の
核
実
験
禁
止

を
求
め
て
、
国
内
外
の
科
学
者
に
呼
び
掛

け
て
反
対
署
名
を
集
め
た
。
日
本
か
ら
も

言
し
な
く
な
り
、
大
学
人
も「
国
家
へ
の

忠
誠
」の
誓
い
に
次
々
と
署
名
し
た
。

◆「
米
国
人
の
前
に
人
類
の
一
員
」

「
私
は『
学
問
の
自
由
を
侵
す
』と
署
名

に
応
じ
な
か
っ
た
。
私
た
ち
夫
婦
は
戦
時

中
、
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
米
国
の
日

系
人
差
別
に
反
対
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
呼
ば

わ
り
さ
れ
、
戦
後
は
核
兵
器
に
反
対
し
て

共
産
主
義
者
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

大
学
追
放
な
ど
の
弾
圧
に
屈
し
な
か
っ

た
心
の
支
え
は
何
だ
っ
た
の
か
？
　
こ
の

問
い
に
博
士
は
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

言
っ
た
。「
10
年
以
上
前
に
先
立
っ
た
、

私
以
上
に
平
和
主
義
者
で
活
動
家
だ
っ
た

妻
の
エ
バ
に
尊
敬
さ
れ
た
く
て
ね
。
エ
バ

は
婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
の
リ
ー
ダ
ー

だ
っ
た
。エ
バ
も
私
も
米
国
人
だ
け
れ
ど
、

互
い
に『
米
国
人
で
あ
る
前
に
人
類
の
一

員
で
あ
り
た
い
』と
考
え
た
。
そ
こ
に
生

き
る
価
値
を
求
め
て
助
け
合
っ
た
」

諸
国
家
は
相
変
わ
ら
ず
武
力
に
頼
り
、

半
世
紀
の
間
に
戦
争
も
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
果
た
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
キ
の

声
は
世
界
に
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
少
し
ず
つ
だ
が
届
い
て
い
る
と
思
う
。

で
も
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
人
類

に
と
っ
て
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
は
大

き
な
教
訓
だ
。
原
爆
投
下
で
私
自
身
の
戦

争
観
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
戦
争
で
は
な

く
、
道
義
と
国
際
法
に
よ
っ
て
紛
争
を
解

決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
さ
も
な
け
れ

ば
人
類
は
生
き
残
れ
な
い
だ
ろ
う
」

最
後
に
私
は「
広
島
や
長
崎
、
そ
し
て

日
本
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
で
し
ょ

う
か
」と
尋
ね
た
。
す
る
と
博
士
は
胸
に

手
を
置
き
、か
み
し
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
何
よ
り
も
世
界
の
人
々
に
核
戦
争
が

何
を
も
た
ら
す
か
を
伝
え
、
そ
の
体
験
か

ら
生
ま
れ
た
平
和
思
想
を
世
界
に
広
げ
る

こ
と
だ
。
日
本
が
豊
か
に
な
り
、
戦
争
体

験
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
れ

で
は
日
本
人
が
果
た
す
べ
き
人
類
へ
の
最

も
重
要
な
役
割
を
放
棄
す
る
よ
う
な
も
の

だ
。
あ
な
た
た
ち
の
働
き
で
、
ぜ
ひ
戦
争

の
な
い
21
世
紀
を
つ
く
り
出
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
私
の
夢
だ
」

博
士
の
言
葉
は
、
そ
の
後
の
私
の
記
者

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。が
、

取
材
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
８
月
、
博

士
の
訃
報
が
届
い
た
。

あ
れ
か
ら
30
年
余
。
国
際
法
と
し
て
２

０
２
１
年
１
月
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止

条
約
に
背
を
向
け
続
け
、
平
和
憲
法
な
ど

な
き
が
ご
と
き
日
本
の
政
治
や
社
会
状
況

を
、
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
は
ど
う
見
て
い
る

だ
ろ
う
か
…
。

「
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
」実
現
の

た
め
に
信
念
を
貫
き
通
し
た
、
真
の
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
。

日
本
人
へ
の「
遺
言
」の
よ
う
に
も
思
え

る
博
士
の
言
葉
を
、
核
戦
争
の
危
機
が
高

ま
り
、
紛
争
が
続
く
今
の
時
代
に
こ
そ
、

あ
ら
た
め
て
届
け
た
い
。

湯
川
秀
樹
博
士
ら
千
人
以
上
が
署
名
。
最

終
的
に
そ
の
数
は
、
49
カ
国
、
１
万
１
千

21
人
に
達
し
た
。

「
あ
の
こ
ろ
、
相
次
い
だ
大
気
圏
核
実

験
で
大
量
の
放
射
性
物
質
が
ま
き
散
ら
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
体
内
に
入
れ
ば
、
世

界
中
の
人
々
の
健
康
を
損
ね
、
遺
伝
的
障

害
が
増
え
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
。
急

い
で
国
際
協
定
を
結
び
、
核
実
験
を
禁
止

す
る
必
要
が
あ
っ
た
」

63
年
８
月
、
つ
い
に
米
英
ソ
３
カ
国
に

よ
る
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
が
結
ば

れ
、
大
気
圏
や
水
中
で
の
核
実
験
が
禁
止

さ
れ
た
。
科
学
者
の
署
名
集
め
に
奔
走
し

た
博
士
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
い

っ
た
ん
は
見
送
ら
れ
て
い
た
62
年
の
平
和

賞
を
１
年
遅
れ
で
受
賞
す
る
こ
と
に
。

「
あ
の
と
き
は
び
っ
く
り
し
た
よ
。
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
な
ん
て
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
ね
」と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
言

っ
た
。
化
学
賞
の
受
賞
時
よ
り「
は
る
か

に
う
れ
し
か
っ
た
」と
も
。「
平
和
の
た
め

の
活
動
が
貴
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
多
く

の
米
国
人
が
知
る
機
会
に
な
っ
た
か
ら
」

そ
の
言
葉
は
、
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
が
50

年
代
に
体
験
し
た「
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
」

に
よ
る
厳
し
い
弾
圧
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
た
。「
そ
う
、『
反
共
』と
い
う
嵐
に
ね
」。

当
時
、
ソ
連
と
協
力
し
て
核
軍
縮
に
取
り

組
も
う
と
主
張
す
る
よ
う
な
米
国
人
は

「
す
べ
て
共
産
主
義
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
た
」と
い
う
。
多
く
の
科
学
者
が
発

が
ん
と
闘
う
病
床
で
、「
戦
争
で
は
な
く
国
際
法
で
紛
争

解
決
を
」と
語
る
ラ
イ
ナ
ス
・
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士（
１
９
９

４
年
７
月
16
日
／
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ビ
ッ
グ
サ
ー
／
筆
者
撮
影
）
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「
２
カ
月
余
り
寝
た
き
り
だ
か
ら
退
屈

し
て
い
た
。
ゲ
ス
ト
が
あ
る
方
が
う
れ
し

い
よ
。
広
島
の
記
者
と
聞
く
と
な
お
さ
ら

ね
」。
が
ん
で
闘
病
中
の
ラ
イ
ナ
ス
・
ポ

ー
リ
ン
グ
博
士
は
、
ベ
ッ
ド
に
上
半
身
を

起
こ
し
、
に
こ
や
か
に
迎
え
て
く
れ
た
。

米
国
人
化
学
・
物
理
学
者
で
、
ノ
ー
ベ

ル
化
学
賞
と
平
和
賞
の
受
賞
者
で
も
あ

る
。
32
年
前
の
１
９
９
４
年
７
月
16
日
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
南
へ
車
を
走
ら

せ
る
こ
と
約
４
時
間
。
眼
下
に
雄
大
な
太

平
洋
を
望
む
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ビ
ッ
グ

サ
ー
の
別
荘
で
、
博
士
と
対
面
し
た
日
の

こ
と
は
今
も
鮮
明
に
記
憶
に
残
る
。

被
爆
50
周
年
企
画
の
一
環
で
、
私
は
米

国
で
取
材
を
続
け
て
い
た
。「
ヒ
ロ
シ
マ
の

声
は
果
た
し
て
核
戦
争
防
止
に
役
立
っ
て

き
た
の
か
。
核
超
大
国
か
ら
見
た
核
時
代

半
世
紀
と
は
何
だ
っ
た
の
か
」―
核
開

発
に
参
加
し
た
物
理
学
者
や
原
爆
投
下
問

題
に
詳
し
い
歴
史
家
ら
約
20
人
の
米
有
識

者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
こ
れ

米
識
者
、
被
爆
国
へ
の「
遺
言
」

「
平
和
思
想
、
世
界
に
広
げ
て
」

ら
の
問
題
を
検
証
す
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

中
で
も
最
も
会
い
た
い
１
人
が
ポ
ー
リ

ン
グ
博
士
だ
っ
た
。
59
年
８
月
に
広
島
市

で
開
催
さ
れ
た
第
５
回
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
参
加
す
る
な
ど
広
島
と
の
つ
な
が

り
が
深
か
っ
た
。「
私
は
こ
れ
ま
で
３
度

広
島
を
訪
れ
た
。
今
で
も
原
爆
資
料
館
で

見
た
被
爆
の
惨
状
と
、
広
島
市
民
ら
と
一

緒
に
原
水
爆
反
対
を
訴
え
て
、
市
中
を
平

和
行
進
し
た
と
き
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な

い
よ
」。
博
士
は
問
わ
ず
語
り
に
、
懐
か

し
そ
う
に
当
時
の
想
い
出
を
話
し
た
。

◆
原
爆
開
発
計
画
に
は
参
加
せ
ず

93
歳
と
は
思
え
ぬ
確
か
な
記
憶
力
。
そ

の
博
士
に
ま
ず
、
原
爆
開
発
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
計
画
へ
の
参
加
の
有
無
に
つ
い
て
尋

ね
た
。「
こ
の
計
画
の
科
学
部
門
ト
ッ
プ

だ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー

博
士
か
ら
直
接
誘
い
が
あ
っ
た
の
は
事
実

だ
。
で
も
断
っ
た
。
私
は
す
で
に
39
年
か

ら
母
校
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
工
科
大
学

で
、
政
府
の
要
請
を
受
け
爆
薬
の
研
究
を

し
て
い
た
。
当
時
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
や
、

フ
ァ
シ
ス
ト
が
支
配
す
る
日
本
に
ど
う
し

て
も
勝
た
ね
ば
と
思
っ
て
い
た
」

と
こ
ろ
が
、
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
の
ポ
ー
リ

ン
グ
博
士
の
受
け
止
め
は
、
違
っ
て
い
た

と
い
う
。「
日
本
に
勝
っ
た
と
い
う
よ
り
、

大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
の
思
い
が
強
か

っ
た
。
原
爆
の
破
壊
力
が
ど
の
よ
う
な
も

の
か
を
知
っ
て
い
た
か
ら
ね
」

地
球
上
か
ら
戦
争
は
な
く
な
ら
な
い
。

第
２
次
世
界
大
戦
中
、
そ
う
信
じ
て
い
た

博
士
だ
が
、
そ
の
考
え
が
根
底
か
ら
覆
っ

た
。「
戦
争
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、

し
て
は
な
ら
な
い
時
代
に
人
類
は
入
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
」と
。

専
門
分
野
で
は
39
年
に「
化
学
結
合

論
」を
発
表
。
戦
後
も
分
子
生
物
学
の
分

野
で
多
く
の
成
果
を
挙
げ
、
54
年
に
は
ノ

ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
。
一
方
で
第

２
次
大
戦
終
結
直
後
か
ら
核
兵
器
に
反
対

す
る
な
ど
、
反
核
・
平
和
運
動
に
も
熱
心

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

◆
ビ
キ
ニ
環
礁
水
爆
実
験
を
憂
慮

化
学
研
究
の
た
め
に
20
歳
過
ぎ
か
ら
エ

ッ
ク
ス
線
を
扱
っ
て
き
た
ポ
ー
リ
ン
グ
博

士
。
そ
れ
だ
け
に
放
射
線
被
曝
に
よ
る
人

体
へ
の
悪
影
響
を
憂
慮
し
て
い
た
。「
私

が
特
に
危
機
感
を
持
っ
た
の
は
、
54
年
３

月
の
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
水
爆
実
験
だ
っ

た
」と
述
懐
す
る
。

広
島
型
原
爆
の
千
倍（
15
㍋
㌧
）の
威

力
を
持
っ
た「
ブ
ラ
ボ
ー
」実
験
。
日
本

の
マ
グ
ロ
漁
船「
第
五
福
竜
丸
」の
乗
組

員
23
人
を
は
じ
め
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
の

住
民
ら
が
被
曝
し
た
。
こ
の
事
件
を
契
機

に
日
本
で
は
、
原
水
爆
禁
止
運
動
が
全
国

に
広
が
っ
た
。

だ
が
、
米
国
市
民
は
ほ
と
ん
ど
事
実
を

知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。「
原

子
力
委
員
会（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）は
、
わ
れ
わ
れ

が
危
険
だ
と
指
摘
し
て
も
、『
さ
さ
い
な

田
た

城
し ろ

　明
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放
射
能
汚
染
の
危
険
よ
り
、
核
軍
事
力
増

強
を
放
棄
し
て
起
き
る
核
攻
撃
の
悲
惨
の

方
が
よ
ほ
ど
怖
い
』と
言
い
始
め
た
」

私
が
す
で
に
取
材
を
終
え
て
い
た
物
理

学
者
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ラ
ー
博
士
へ
の

批
判
も
厳
し
か
っ
た
。「
水
爆
を
開
発
し
た

テ
ラ
ー
博
士
ら
は
、
そ
の
後『
ク
リ
ー
ン

な
爆
弾
』を
口
に
し
始
め
た
。『
ク
リ
ー
ン

な
爆
弾
を
造
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
、

実
験
を
中
止
し
て
は
そ
れ
が
で
き
な
く
な

る
』と
ね
。
核
開
発
を
続
け
る
た
め
に
、

彼
ら
は
ど
ん
な
理
屈
で
も
考
え
つ
い
た
」

◆
世
界
の
科
学
者
に
禁
止
署
名
を

ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
は
57
年
に
米
国
と
ソ

連（
現
ロ
シ
ア
）、
英
国
の
核
実
験
禁
止

を
求
め
て
、
国
内
外
の
科
学
者
に
呼
び
掛

け
て
反
対
署
名
を
集
め
た
。
日
本
か
ら
も

言
し
な
く
な
り
、
大
学
人
も「
国
家
へ
の

忠
誠
」の
誓
い
に
次
々
と
署
名
し
た
。

◆「
米
国
人
の
前
に
人
類
の
一
員
」

「
私
は『
学
問
の
自
由
を
侵
す
』と
署
名

に
応
じ
な
か
っ
た
。
私
た
ち
夫
婦
は
戦
時

中
、
強
制
収
容
所
に
送
ら
れ
た
米
国
の
日

系
人
差
別
に
反
対
し
て
フ
ァ
シ
ス
ト
呼
ば

わ
り
さ
れ
、
戦
後
は
核
兵
器
に
反
対
し
て

共
産
主
義
者
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

大
学
追
放
な
ど
の
弾
圧
に
屈
し
な
か
っ

た
心
の
支
え
は
何
だ
っ
た
の
か
？
　
こ
の

問
い
に
博
士
は
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

言
っ
た
。「
10
年
以
上
前
に
先
立
っ
た
、

私
以
上
に
平
和
主
義
者
で
活
動
家
だ
っ
た

妻
の
エ
バ
に
尊
敬
さ
れ
た
く
て
ね
。
エ
バ

は
婦
人
国
際
平
和
自
由
連
盟
の
リ
ー
ダ
ー

だ
っ
た
。エ
バ
も
私
も
米
国
人
だ
け
れ
ど
、

互
い
に『
米
国
人
で
あ
る
前
に
人
類
の
一

員
で
あ
り
た
い
』と
考
え
た
。
そ
こ
に
生

き
る
価
値
を
求
め
て
助
け
合
っ
た
」

諸
国
家
は
相
変
わ
ら
ず
武
力
に
頼
り
、

半
世
紀
の
間
に
戦
争
も
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。
果
た
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
や
ナ
ガ
サ
キ
の

声
は
世
界
に
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

「
少
し
ず
つ
だ
が
届
い
て
い
る
と
思
う
。

で
も
、
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
人
類

に
と
っ
て
広
島
・
長
崎
の
被
爆
体
験
は
大

き
な
教
訓
だ
。
原
爆
投
下
で
私
自
身
の
戦

争
観
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
、
戦
争
で
は
な

く
、
道
義
と
国
際
法
に
よ
っ
て
紛
争
を
解

決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
さ
も
な
け
れ

ば
人
類
は
生
き
残
れ
な
い
だ
ろ
う
」

最
後
に
私
は「
広
島
や
長
崎
、
そ
し
て

日
本
人
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何
で
し
ょ

う
か
」と
尋
ね
た
。
す
る
と
博
士
は
胸
に

手
を
置
き
、か
み
し
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
何
よ
り
も
世
界
の
人
々
に
核
戦
争
が

何
を
も
た
ら
す
か
を
伝
え
、
そ
の
体
験
か

ら
生
ま
れ
た
平
和
思
想
を
世
界
に
広
げ
る

こ
と
だ
。
日
本
が
豊
か
に
な
り
、
戦
争
体

験
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
と
聞
く
が
、
そ
れ

で
は
日
本
人
が
果
た
す
べ
き
人
類
へ
の
最

も
重
要
な
役
割
を
放
棄
す
る
よ
う
な
も
の

だ
。
あ
な
た
た
ち
の
働
き
で
、
ぜ
ひ
戦
争

の
な
い
21
世
紀
を
つ
く
り
出
し
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
私
の
夢
だ
」

博
士
の
言
葉
は
、
そ
の
後
の
私
の
記
者

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。が
、

取
材
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
８
月
、
博

士
の
訃
報
が
届
い
た
。

あ
れ
か
ら
30
年
余
。
国
際
法
と
し
て
２

０
２
１
年
１
月
に
発
効
し
た
核
兵
器
禁
止

条
約
に
背
を
向
け
続
け
、
平
和
憲
法
な
ど

な
き
が
ご
と
き
日
本
の
政
治
や
社
会
状
況

を
、
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
は
ど
う
見
て
い
る

だ
ろ
う
か
…
。

「
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
」実
現
の

た
め
に
信
念
を
貫
き
通
し
た
、
真
の
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
。

日
本
人
へ
の「
遺
言
」の
よ
う
に
も
思
え

る
博
士
の
言
葉
を
、
核
戦
争
の
危
機
が
高

ま
り
、
紛
争
が
続
く
今
の
時
代
に
こ
そ
、

あ
ら
た
め
て
届
け
た
い
。

湯
川
秀
樹
博
士
ら
千
人
以
上
が
署
名
。
最

終
的
に
そ
の
数
は
、
49
カ
国
、
１
万
１
千

21
人
に
達
し
た
。

「
あ
の
こ
ろ
、
相
次
い
だ
大
気
圏
核
実

験
で
大
量
の
放
射
性
物
質
が
ま
き
散
ら
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
が
体
内
に
入
れ
ば
、
世

界
中
の
人
々
の
健
康
を
損
ね
、
遺
伝
的
障

害
が
増
え
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
た
。
急

い
で
国
際
協
定
を
結
び
、
核
実
験
を
禁
止

す
る
必
要
が
あ
っ
た
」

63
年
８
月
、
つ
い
に
米
英
ソ
３
カ
国
に

よ
る
部
分
的
核
実
験
停
止
条
約
が
結
ば

れ
、
大
気
圏
や
水
中
で
の
核
実
験
が
禁
止

さ
れ
た
。
科
学
者
の
署
名
集
め
に
奔
走
し

た
博
士
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
い

っ
た
ん
は
見
送
ら
れ
て
い
た
62
年
の
平
和

賞
を
１
年
遅
れ
で
受
賞
す
る
こ
と
に
。

「
あ
の
と
き
は
び
っ
く
り
し
た
よ
。
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
な
ん
て
想
像
も
し
て
い
な

か
っ
た
か
ら
ね
」と
笑
顔
を
浮
か
べ
て
言

っ
た
。
化
学
賞
の
受
賞
時
よ
り「
は
る
か

に
う
れ
し
か
っ
た
」と
も
。「
平
和
の
た
め

の
活
動
が
貴
い
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
多
く

の
米
国
人
が
知
る
機
会
に
な
っ
た
か
ら
」

そ
の
言
葉
は
、
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士
が
50

年
代
に
体
験
し
た「
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
」

に
よ
る
厳
し
い
弾
圧
と
深
く
結
び
つ
い
て

い
た
。「
そ
う
、『
反
共
』と
い
う
嵐
に
ね
」。

当
時
、
ソ
連
と
協
力
し
て
核
軍
縮
に
取
り

組
も
う
と
主
張
す
る
よ
う
な
米
国
人
は

「
す
べ
て
共
産
主
義
者
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼

ら
れ
た
」と
い
う
。
多
く
の
科
学
者
が
発

が
ん
と
闘
う
病
床
で
、「
戦
争
で
は
な
く
国
際
法
で
紛
争

解
決
を
」と
語
る
ラ
イ
ナ
ス
・
ポ
ー
リ
ン
グ
博
士（
１
９
９

４
年
７
月
16
日
／
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ビ
ッ
グ
サ
ー
／
筆
者
撮
影
）
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メ
ン
バ
ー
が
極
秘
の
ア
プ
リ
で
警
察
の
捜

査
情
報
な
ど
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
メ

ン
バ
ー
へ
の
取
材
な
ど
で
明
ら
か
に
し

た
。
松
岡
さ
ん
が
取
材
の
経
緯
を
、
知
野

さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
説
明
し
た
。

調
査
報
道
⑧

戦
後
の
調
査
報
道

３
・
21
／
講
師
：
高
田
昌
幸�

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
プ
レ
ス
合
同
会
社
代
表
、
東
京
都
市
大
学

教
授
／
出
席
：
会
場
５
人
、
ウ
ェ
ブ
25
人

高
田
さ
ん
は
昨
年
12
月
に『
調
査
報
道

の
戦
後
史
』（
旬
報
社
）を
出
版
し
た
。
戦

後
初
と
み
ら
れ
る
潜
入
取
材
・
調
査
報
道

の「
岡
田
更
生
館
事
件
」な
ど
の
事
例
を

紹
介
。
調
査
報
道
で
は「
分
か
ら
な
い
状

態
で
も
書
く
こ
と
が
大
事
。
疑
問
や
質
問

そ
の
も
の
を
報
じ
る
重
要
性
を
考
え
る
べ

き
だ
」と
語
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
編
⑨

デ
ー
タ
調
査
報
道
部
の
半
年

３
・
14
／
講
師
：
古
瀬
敬
之�

共
同
通
信
社
デ

ー
タ
調
査
報
道
部
長
、
鈴
木
快
生�

同
部
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
／
出
席
：
会
場
５
人
、

ウ
ェ
ブ
25
人

共
同
通
信
は
昨
年
９
月
に
デ
ー
タ
調
査

報
道
部
を
発
足
し
、
総
務
省
の
家
計
調
査

分
析
な
ど
多
く
の
調
査
報
道
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
社
内
の
幅
広
い
出
稿
部
か
ら
人

を
集
め
る「
回
転
ド
ア
人
事
」で
編
集
局

内
へ
の
ス
キ
ル
拡
大
も
期
待
し
て
い
る
と

い
う
。
ク
ラ
ウ
ド
の
ア
マ
ゾ
ン
・
ウ
ェ
ブ
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
調
査
報
道
で
使
用
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
。

調
査
報
道
⑦

ト
ク
リ
ュ
ウ〝
闇
ア
プ
リ
〟と
調
査
報
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」

２
・
28
／
講
師
：
松
岡
紳
顕�

フ
ジ
テ
レ
ビ
調

査
報
道
統
括
チ
ー
ム
・
記
者
、
知
野
雄
介�

同

記
者
兼
デ
ス
ク
／
出
席
：
会
場
９
人
、
ウ
ェ

ブ
22
人

フ
ジ
テ
レ
ビ
は
調
査
報
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」で
、「
匿
名
・
流

動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
」（
ト
ク
リ
ュ
ウ
）の

「
Ｉ
Ｔ
講
座
」

受
講
登
録
フ

ォ
ー
ム

「
調
査
報
道
」

受
講
登
録
フ

ォ
ー
ム

れ
を
微み

塵じ
ん

も
感
じ
さ
せ
な
い
手
際
の
良
さ
は

さ
す
が
と
い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
、外

国
人
に
対
し
て
警
戒
心
を
解
こ
う
と
し
な
い

中
国
の
人
た
ち
で
す
が
、
あ
る
中
国
の
友
人

が「
長
距
離
列
車
に
乗
る
と
、中
国
人
は
信
じ

ら
れ
な
い
く
ら
い
開
放
的
に
な
る
よ
」と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
―
北
京
を
結

ぶ
９
０
０
０
㌔
の

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

乗
っ
て
み
て
、
そ

れ
が
ウ
ソ
で
な
い

と
知
り
ま
し
た
。

�『
夜
明
け
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
３
・

11
で
７
人
の
家
族
を
失
っ
た
息
子
と
私
の
15
年
』

藤
澤
　
志
穂
子（
産
経
新
聞
社
出
身
）協
力

千
葉
　
清
英
著

希
望
を
失
わ
な
い
大
切
さ
説
く
　

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
当
時
は
産
経
新
聞

経
済
部
記
者
で
、
国
土
交
通
省
を
担
当
。
被

災
地
に
も
取
材
に
行
っ
た
。
そ
の
経
験
を
買

わ
れ
、
本
書
の
主
役
・
千
葉
清
英
さ
ん
と
関

係
者
の
話
を
聞
き
書
き
で
ま
と
め
た
。
凄せ

い

絶ぜ
つ

な
体
験
は
、
何
が
起
き
て
も
希
望
を
失
わ
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。
本
書
の

取
材
で
昨
夏
、
10
数
年
ぶ
り
に
気
仙
沼
を
訪

ね
た
。
活
気
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
爪
痕

は
ま
だ
深
い
。
外
か
ら
人
が
来
て
、
お
金
を

落
と
し
て
い
け
る

仕
組
み
を
作
る
の

が
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。

『
漢
字
辞
典
の
謎
―
な
ぜ
似
て
い
る 

白
川
静「
字

統
」と
諸
橋
轍
次「
広
漢
和
辞
典
」』

小
山
　
鉄
郎（
共
同
通
信
社
出
身
）

諸
橋『
広
漢
和
』へ
の
激
し
い
批
判
　

　『
大
漢
和
辞
典
』の
諸
橋
轍て
つ

次じ

が
最
晩
年

に
著
し
た『
広
漢
和
辞
典
』に
は
白
川
静
が
解

明
し
た
漢
字
の
成
り
立
ち
と
非
常
に
よ
く
似

た
文
字
解
釈
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
白
川
最
初

の
漢
字
辞
典『
字
統
』の「
ま
え
が
き
」に
は
諸

橋『
広
漢
和
辞
典
』へ
の
激
し
い
批
判
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
意
味
が
白
川
静

没
後
20
年
の
今
年
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。

　
諸
橋『
広
漢
和
辞
典
』（
鎌
田
正
、米
山
寅
太

郎
も
著
者
）で
白
川
の
解
釈
と
似
た
説
明
に

転
換
し
て
い
く
漢
字
を
具
体
的
に
多
数
挙
げ

て
説
明
。と
も
に
文
化
勲
章
を
受
け
た
諸
橋
、

白
川
と
い
う
漢
字

学
の
泰
斗
の
関
係

が
わ
か
る
漢
字
フ

ァ
ン
必
読
の
書
。

�『
報
道
の
現
場
か
ら
中
国
を
覗
く 

１
９
７
４

～
２
０
２
４
』高

橋
　
茂
男（
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
出
身
）

中
華
圏
12
年
駐
在
の
体
験
か
ら
　

　
中
華
圏
に
12
年
間
駐
在
し
た
体
験
を
も
と

に
ま
と
め
た
小
著
で
す
。
最
高
実
力
者
、
鄧

小
平
一
家
の
家
族
旅
行
と
も
な
れ
ば
、
厳
重

警
備
が
敷
か
れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
そ

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

論創社
2,420円

草思社
1,980円

論創社
2,750円

■
今
年
度
も
５
月
か
ら 

会
場
参
加
を

２
０
２
６
年
度
の
現
役
記
者
向
け
勉
強

会「
土
曜
記
者
ゼ
ミ
」は
５
月
か
ら
始
め

ま
す
。
原
則
と
し
て「
Ｉ
Ｔ
講
座
」は
毎

月
第
２
土
曜
日
、「
調
査
報
道
」は
毎
月
第

３
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配

信
も
行
い
ま
す
が
、
終
了
後
に
は
講
師
と

の
懇
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
会
場
で
の
参

加
を
お
勧
め
し
ま
す
。
開
催
通
知
は
事
前

に
登
録
し
た
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は

再
度
登
録
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
記
者
ゼ
ミ
担
当
の
河

野
ま
で
。（satoshikono0477@

gm
ail.com

）

土
曜
記
者
ゼ
ミ
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リ
ー
グ
、
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
オ
ー

ナ
ー
も
務
め
て
い
た
の
で
、
ご
存
じ
の
方

も
多
い
だ
ろ
う
。

早
稲
田
大
在
学
中
の
１
９
４
９
年
、
祖

父
の
死
去
に
伴
い
22
歳
の
若
さ
で
家
業
を

継
い
だ
山
内
さ
ん
は
、
50
年
以
上
に
わ
た

り
ト
ッ
プ
を
務
め
た
。
私
が
任
天
堂
を
取

材
し
た
の
は
、
山
内
さ
ん
の
社
長
最
晩
年

の
時
期
だ
っ
た
。

■
幅
広
い
人
が
楽
し
め
る
ソ
フ
ト

当
時
、
任
天
堂
は
新
型
家
庭
用
ゲ
ー
ム

機「
ゲ
ー
ム
キ
ュ
ー
ブ
」を
発
売
し
た
も

の
の
、
従
来
機
種
と
比
べ
販
売
は
伸
び
悩

ん
で
い
た
。
ソ
ニ
ー
製
品
の
人
気
が
高
ま

り
、
一
方
で
ゲ
ー
ム
離
れ
の
傾
向
も
現
れ

始
め
て
お
り
、厳
し
い
経
営
環
境
だ
っ
た
。

だ
が
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
山
内
さ
ん

は
気
に
し
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。「
ゲ

ー
ム
機
の
新
製
品
競
争
と
ゲ
ー
ム
ビ
ジ
ネ

ス
を
混
同
し
て
い
る
」「
ゲ
ー
ム
は
娯
楽
で

あ
り
、
多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
ゲ
ー
ム
機
の
高
機

能
化
競
争
と
一
線
を
画
し
、
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
一
部
フ
ァ
ン
で
は
な
く
幅
広
い
人
た
ち

が
楽
し
め
る
ソ
フ
ト
を
重
視
す
る
考
え
だ

っ
た
。

そ
れ
は
、
斬
新
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を

導
入
し
、
累
計
１
億
台
以
上
を
販
売
し
た

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機「
Ｗ
ｉ
ｉ
」（
２
０
０
６

年
発
売
）に
つ
な
が
っ
た
。
任
天
堂
に
は

暴
力
的
な
内
容
の
ソ
フ
ト
が
ほ
ぼ
な
い
の

も
、
山
内
さ
ん
の
考
え
が
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

■
逆
境
の
経
験 

ブ
レ
な
い
視
点

山
内
さ
ん
自
身
は
、
ほ
と
ん
ど
ゲ
ー
ム

を
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
ゲ
ー
ム
業
界
で
ヒ
ッ
ト
を

飛
ば
し
つ
づ
け
ら
れ
た
の
か
。そ
こ
に
は
、

若
い
こ
ろ
の
苦
労
が
あ
っ
た
よ
う
に
思

う
。山

内
さ
ん
は
30
代
の
こ
ろ
、
花
札
や
ト

ラ
ン
プ
業
界
の
現
状
や
先
行
き
を
考
え
、

経
営
の
多
角
化
に
乗
り
出
し
た
こ
と
が
あ

る
。
タ
ク
シ
ー
事
業
、
ふ
り
か
け
や
ラ
ー

メ
ン
な
ど
の
食
品
製
造
…
。
今
で
は
想
像

が
つ
か
な
い
が
、
い
ず
れ
も
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
。
結
果
的
に
、
祖
業
で
あ
る
娯

楽
品
に
立
ち
返
ら
せ
る
契
機
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
家
庭
用
光
線
銃
ゲ
ー
ム
な
ど
で

ヒ
ッ
ト
を
つ
か
み
か
け
た
。
だ
が
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
で
大
量
の
注
文
が
キ
ャ
ン
セ

ル
に
。「
つ
ぶ
れ
て
も
仕
方
な
い
」と
覚

悟
し
た
ほ
ど
瀬
戸
際
に
追
い
込
ま
れ

た
。今

で
こ
そ
カ
リ
ス
マ
経
営
者
と
い
わ

れ
る
が
、
そ
う
し
た
逆
境
の
経
験
が
ブ

レ
な
い
視
点
や
考
え
方
、
勘
を
養
う
こ

と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、
篤
志
家
で
も
あ
っ
た
。
財

界
活
動
を
し
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
た

が
、
相
談
役
だ
っ
た
２
０
０
３
年
に
は

京
都
商
工
会
議
所
と
と
も
に「
小
倉
百

人
一
首
文
化
財
団
」を
設
立
。
私
財
を

投
じ
て
百
人
一
首
の
展
示
・
体
験
施
設

を
建
設
し
た
。
京
都
大
病
院
に
新
病
棟

を
寄
贈
す
る
な
ど
、
地
元
京
都
の
た
め

に
も
尽
く
し
た
。
ほ
か
に
も
多
額
の
寄

付
を
し
た
と
聞
き
、
た
ず
ね
て
み
た
が

「
個
人
的
な
こ
と
な
の
で
書
か
ん
と
い

て
」と
断
ら
れ
た
。

「
一
人
勝
ち
」
と
な
ら
な
い
よ
う
、

人
様
の
た
め
に
貢
献
す
る
。
そ
う
し
た

京
都
人
ら
し
い
気
遣
い
も
合
わ
せ
持
つ

経
営
者
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
深
く
話

を
聞
き
た
か
っ
た
。

（
い
し
だ
・
ま
ゆ
み
　
１
９
９
６
年
入
社
　

報
道
部
経
済
担
当
　
大
阪
支
社
　
東
京
支

社
　
論
説
委
員
な
ど
を
経
て
　
昨
年
10
月

か
ら
東
京
支
社
）

次
号
は
石
田
さ
ん
の
大
学
時
代
か
ら

の
友
人
、
中
川
渉
さ
ん（
日
本
経
済
新

聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

仕
立
て
の
良
い
深
紫
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
に
薄
茶
色
の
サ
ン
グ
ラ
ス
。
取
材
で

初
め
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
故
山
内
溥

さ
ん（
享
年
85
）は
、
静
か
な
た
た
ず

ま
い
の
中
に
も
鋭
さ
が
感
じ
ら
れ
、
緊

張
で
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
握
る
手
に
汗
が
に

じ
ん
だ
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

京
セ
ラ
、
オ
ム
ロ
ン
、
村
田
製
作
所

な
ど
、
京
都
に
世
界
的
な
企
業
は
少
な

く
な
い
が
、
海
外
で
最
も
有
名
な
京
都

企
業
と
い
え
ば
任
天
堂
だ
。
３
代
目
社

長
の
山
内
さ
ん
は
、
１
８
８
９（
明
治

22
）年
創
業
の
花
札
メ
ー
カ
ー
を
世
界

的
ゲ
ー
ム
企
業
に
育
て
上
げ
た
。
米
大

リレーエッセ ー

任
天
堂
の
山
内
溥
さ
ん（
共
同
通
信
社
提
供
）

山
内
溥
さ
ん 

任
天
堂
３
代
目
社
長

人
様
の
た
め
に
貢
献
す
る

石
田

　真
由
美（
京
都
新
聞
社
）
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メ
ン
バ
ー
が
極
秘
の
ア
プ
リ
で
警
察
の
捜

査
情
報
な
ど
を
共
有
し
て
い
た
こ
と
を
メ

ン
バ
ー
へ
の
取
材
な
ど
で
明
ら
か
に
し

た
。
松
岡
さ
ん
が
取
材
の
経
緯
を
、
知
野

さ
ん
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
説
明
し
た
。

調
査
報
道
⑧

戦
後
の
調
査
報
道

３
・
21
／
講
師
：
高
田
昌
幸�

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ

ン
プ
レ
ス
合
同
会
社
代
表
、
東
京
都
市
大
学

教
授
／
出
席
：
会
場
５
人
、
ウ
ェ
ブ
25
人

高
田
さ
ん
は
昨
年
12
月
に『
調
査
報
道

の
戦
後
史
』（
旬
報
社
）を
出
版
し
た
。
戦

後
初
と
み
ら
れ
る
潜
入
取
材
・
調
査
報
道

の「
岡
田
更
生
館
事
件
」な
ど
の
事
例
を

紹
介
。
調
査
報
道
で
は「
分
か
ら
な
い
状

態
で
も
書
く
こ
と
が
大
事
。
疑
問
や
質
問

そ
の
も
の
を
報
じ
る
重
要
性
を
考
え
る
べ

き
だ
」と
語
っ
た
。

Ｉ
Ｔ
編
⑨

デ
ー
タ
調
査
報
道
部
の
半
年

３
・
14
／
講
師
：
古
瀬
敬
之�
共
同
通
信
社
デ

ー
タ
調
査
報
道
部
長
、
鈴
木
快
生�

同
部
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
／
出
席
：
会
場
５
人
、

ウ
ェ
ブ
25
人

共
同
通
信
は
昨
年
９
月
に
デ
ー
タ
調
査

報
道
部
を
発
足
し
、
総
務
省
の
家
計
調
査

分
析
な
ど
多
く
の
調
査
報
道
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
社
内
の
幅
広
い
出
稿
部
か
ら
人

を
集
め
る「
回
転
ド
ア
人
事
」で
編
集
局

内
へ
の
ス
キ
ル
拡
大
も
期
待
し
て
い
る
と

い
う
。
ク
ラ
ウ
ド
の
ア
マ
ゾ
ン
・
ウ
ェ
ブ
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
調
査
報
道
で
使
用
す
る
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
。

調
査
報
道
⑦

ト
ク
リ
ュ
ウ〝
闇
ア
プ
リ
〟と
調
査
報
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」

２
・
28
／
講
師
：
松
岡
紳
顕�

フ
ジ
テ
レ
ビ
調

査
報
道
統
括
チ
ー
ム
・
記
者
、
知
野
雄
介�

同

記
者
兼
デ
ス
ク
／
出
席
：
会
場
９
人
、
ウ
ェ

ブ
22
人

フ
ジ
テ
レ
ビ
は
調
査
報
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
」で
、「
匿
名
・
流

動
型
犯
罪
グ
ル
ー
プ
」（
ト
ク
リ
ュ
ウ
）の

「
Ｉ
Ｔ
講
座
」

受
講
登
録
フ

ォ
ー
ム

「
調
査
報
道
」

受
講
登
録
フ

ォ
ー
ム

れ
を
微み

塵じ
ん

も
感
じ
さ
せ
な
い
手
際
の
良
さ
は

さ
す
が
と
い
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。日
頃
、外

国
人
に
対
し
て
警
戒
心
を
解
こ
う
と
し
な
い

中
国
の
人
た
ち
で
す
が
、
あ
る
中
国
の
友
人

が「
長
距
離
列
車
に
乗
る
と
、中
国
人
は
信
じ

ら
れ
な
い
く
ら
い
開
放
的
に
な
る
よ
」と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
モ
ス
ク
ワ
―
北
京
を
結

ぶ
９
０
０
０
㌔
の

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に

乗
っ
て
み
て
、
そ

れ
が
ウ
ソ
で
な
い

と
知
り
ま
し
た
。

�『
夜
明
け
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
　
３
・

11
で
７
人
の
家
族
を
失
っ
た
息
子
と
私
の
15
年
』

藤
澤
　
志
穂
子（
産
経
新
聞
社
出
身
）協
力

千
葉
　
清
英
著

希
望
を
失
わ
な
い
大
切
さ
説
く
　

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
当
時
は
産
経
新
聞

経
済
部
記
者
で
、
国
土
交
通
省
を
担
当
。
被

災
地
に
も
取
材
に
行
っ
た
。
そ
の
経
験
を
買

わ
れ
、
本
書
の
主
役
・
千
葉
清
英
さ
ん
と
関

係
者
の
話
を
聞
き
書
き
で
ま
と
め
た
。
凄せ

い

絶ぜ
つ

な
体
験
は
、
何
が
起
き
て
も
希
望
を
失
わ
な

い
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
。
本
書
の

取
材
で
昨
夏
、
10
数
年
ぶ
り
に
気
仙
沼
を
訪

ね
た
。
活
気
は
戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
爪
痕

は
ま
だ
深
い
。
外
か
ら
人
が
来
て
、
お
金
を

落
と
し
て
い
け
る

仕
組
み
を
作
る
の

が
重
要
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。

『
漢
字
辞
典
の
謎
―
な
ぜ
似
て
い
る 

白
川
静「
字

統
」と
諸
橋
轍
次「
広
漢
和
辞
典
」』

小
山
　
鉄
郎（
共
同
通
信
社
出
身
）

諸
橋『
広
漢
和
』へ
の
激
し
い
批
判
　

　『
大
漢
和
辞
典
』の
諸
橋
轍て
つ

次じ

が
最
晩
年

に
著
し
た『
広
漢
和
辞
典
』に
は
白
川
静
が
解

明
し
た
漢
字
の
成
り
立
ち
と
非
常
に
よ
く
似

た
文
字
解
釈
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
白
川
最
初

の
漢
字
辞
典『
字
統
』の「
ま
え
が
き
」に
は
諸

橋『
広
漢
和
辞
典
』へ
の
激
し
い
批
判
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
批
判
の
意
味
が
白
川
静

没
後
20
年
の
今
年
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。

　
諸
橋『
広
漢
和
辞
典
』（
鎌
田
正
、米
山
寅
太

郎
も
著
者
）で
白
川
の
解
釈
と
似
た
説
明
に

転
換
し
て
い
く
漢
字
を
具
体
的
に
多
数
挙
げ

て
説
明
。と
も
に
文
化
勲
章
を
受
け
た
諸
橋
、

白
川
と
い
う
漢
字

学
の
泰
斗
の
関
係

が
わ
か
る
漢
字
フ

ァ
ン
必
読
の
書
。

�『
報
道
の
現
場
か
ら
中
国
を
覗
く 

１
９
７
４

～
２
０
２
４
』高

橋
　
茂
男（
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
出
身
）

中
華
圏
12
年
駐
在
の
体
験
か
ら
　

　
中
華
圏
に
12
年
間
駐
在
し
た
体
験
を
も
と

に
ま
と
め
た
小
著
で
す
。
最
高
実
力
者
、
鄧

小
平
一
家
の
家
族
旅
行
と
も
な
れ
ば
、
厳
重

警
備
が
敷
か
れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
そ

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

論創社
2,420円

草思社
1,980円

論創社
2,750円

■
今
年
度
も
５
月
か
ら 

会
場
参
加
を

２
０
２
６
年
度
の
現
役
記
者
向
け
勉
強

会「
土
曜
記
者
ゼ
ミ
」は
５
月
か
ら
始
め

ま
す
。
原
則
と
し
て「
Ｉ
Ｔ
講
座
」は
毎

月
第
２
土
曜
日
、「
調
査
報
道
」は
毎
月
第

３
土
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配

信
も
行
い
ま
す
が
、
終
了
後
に
は
講
師
と

の
懇
談
も
行
い
ま
す
の
で
、
会
場
で
の
参

加
を
お
勧
め
し
ま
す
。
開
催
通
知
は
事
前

に
登
録
し
た
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
は

再
度
登
録
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ
は
記
者
ゼ
ミ
担
当
の
河

野
ま
で
。（satoshikono0477@

gm
ail.com

）

土
曜
記
者
ゼ
ミ
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2026年度　正味財産増減予算書（内訳表）
2026年4月1日から2027年3月31日まで

（単位：円）

新 年度予算

科目
公益目的事業会計 収益事業等

会計 法人会計 合計公１
記者会見等

公２
クラブ賞

公３
会報・HP 共通 小計

一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
⑴経常収益
特 定 資 産 運 用 益 1,191,100 1,191,100 1,191,100
受 取 会 費 219,624,912 219,624,912 61,945,488 281,570,400
プレス会員会費収入 185,294,304 185,294,304 52,262,496 237,556,800
賛助会員会費収入 34,330,608 34,330,608 9,682,992 44,013,600
事 業 収 益 59,315,000 59,315,000
貸 室 収 入 40,081,000 40,081,000
飲 食 売 上 割 戻 金 10,925,000 10,925,000
施設機器賃借収入 8,309,000 8,309,000

雑 収 益 330,000 63,000 393,000
受 取 利 息 63,000 63,000
そ の 他 の 雑 収 入 330,000 330,000

経 常 収 益 計 220,816,012 220,816,012 59,645,000 62,008,488 342,469,500
⑵経常費用
事 業 費 147,547,540 8,537,770 37,127,290 58,137,500 251,350,100 48,700,700 300,050,800
借 室 維 持 費 76,845,000 57,577,500 134,422,500 25,690,000 160,112,500
借 室 料 39,156,000 24,472,500 63,628,500 19,578,000 83,206,500
共 益 費 8,017,200 5,010,750 13,027,950 4,008,600 17,036,550
空 調 ・ 光 熱 費 4,206,800 2,629,250 6,836,050 2,103,400 8,939,450
ホール専用利用費 25,465,000 25,465,000 50,930,000 50,930,000
人 件 費 56,687,800 6,363,800 17,937,200 80,988,800 21,290,700 102,279,500
役 員 報 酬 6,375,000 1,275,000 5,100,000 12,750,000 12,750,000
給 与 金 27,229,200 2,567,200 7,848,200 37,644,600 12,355,800 50,000,400
賞 与 ・ 諸 手 当 16,758,600 1,789,600 3,891,000 22,439,200 6,622,900 29,062,100
退 職 給 付 費 用 5,889,000 680,000 1,020,000 7,589,000 2,152,000 9,741,000
厚 生 費 436,000 52,000 78,000 566,000 160,000 726,000
事 業 費 14,014,740 2,173,970 19,190,090 35,378,800 35,378,800
会 議 費 1,611,480 61,980 392,540 2,066,000 2,066,000
事 業 運 営 費 10,692,240 411,240 2,604,520 13,708,000 13,708,000
会報発行・ＨＰ運営費 14,967,000 14,967,000 14,967,000
ク ラ ブ 賞 実 施 費 1,400,000 1,400,000 1,400,000
運 営 雑 費 256,620 9,870 62,510 329,000 329,000
通 信 費 1,364,800 272,960 1,091,840 2,729,600 2,729,600
印 刷 費 77,600 15,520 62,080 155,200 155,200
交 通 費 12,000 2,400 9,600 24,000 24,000
減 価 償 却 費 560,000 560,000 1,720,000 2,280,000
管 理 費 57,942,700 57,942,700
借 室 維 持 費 19,267,500 19,267,500
借 室 料 14,683,500 14,683,500
共 益 費 3,006,450 3,006,450
空 調 ・ 光 熱 費 1,577,550 1,577,550
人 件 費 16,230,500 16,230,500
役 員 報 酬 2,250,000 2,250,000
給 与 金 7,485,600 7,485,600
賞 与 ・ 諸 手 当 4,805,900 4,805,900
退 職 給 付 費 用 1,583,000 1,583,000
厚 生 費 106,000 106,000
そ の 他 の 管 理 費 20,524,700 20,524,700
ク ラ ブ 管 理 費 15,527,000 15,527,000
機 器 備 品 費 50,000 50,000
消 耗 品 費 516,000 516,000
事 務 委 託 費 2,663,000 2,663,000
事 務 雑 費 1,041,500 1,041,500
通 信 費 682,400 682,400
印 刷 費 38,800 38,800
交 通 費 6,000 6,000
減 価 償 却 費 1,920,000 1,920,000
予 備 費 0 0
経 常 費 用 計 147,547,540 8,537,770 37,127,290 58,137,500 251,350,100 48,700,700 57,942,700 357,993,500
評価損益等調整前当期経常増減額 △147,547,540 △8,537,770 △37,127,290 162,678,512 △30,534,088 10,944,300 4,065,788 △15,524,000

当 期 経 常 増 減 額 △147,547,540 △8,537,770 △37,127,290 162,678,512 △30,534,088 10,944,300 4,065,788 △15,524,000
２．経常外増減の部
⑴経常外収益
経常外収益計
⑵経常外費用
経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 △147,547,540 △8,537,770 △37,127,290 162,678,512 △30,534,088 10,944,300 4,065,788 △15,524,000
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会員
種別

月

プレス会員 法人・個人
賛助会員

特別
賛助会員 学生会員

全会員
法人
（社）

基本
（人）

個人Ａ
（人）

個人Ｂ
（人）

個人Ｃ
（人）

個人Ｄ
（人）

名誉・功労
（人）

合計 対前月増減
（社） （人） （人） （人） （社） （人） （社） （人）

2025.4 123 699 196 45 28 718 12 52 111 95 77 175 1981 －2 －14
5 122 699 190 47 29 715 12 52 111 95 77 174 1975 －1 －6
6 121 701 187 47 29 715 12 53 112 95 41 174 1939 0 －36
7 121 701 192 47 30 710 12 53 112 95 60 174 1959 0 20
8 121 700 193 46 30 709 12 53 112 96 73 174 1971 0 12
9 121 701 193 46 30 708 12 54 114 97 76 175 1977 1 6
10 121 699 191 46 30 706 12 54 114 97 76 175 1971 0 －6
11 121 695 190 46 30 704 12 54 114 97 77 175 1965 0 －6
12 121 696 190 46 30 702 11 54 114 97 77 175 1963 0 －2

2026.1 121 696 187 46 29 700 11 54 114 97 78 175 1958 0 －5
2 121 694 187 46 29 699 11 54 114 97 78 175 1955 0 －3
3 121 694 186 46 29 698 11 54 114 96 78 175 1952 0 －3

会　員　異　動　（2025年4月～ 2026年3月）

会議報 告

■
会
議
報
告

●
第
１
０
７
回
臨
時
社
員
総
会

�

（
３
・
25
　
10
階
Ａ
ホ
ー
ル
）

書
面
議
決
社
員
を
含
め
出
席
社
員
計
98

社
の
出
席
を
も
っ
て
成
立（
定
数
61
社
）、

定
款
第
25
条
の
定
め
に
従
い
老
川
祥
一
理

事
長
を
議
長
に
議
事
を
進
め
た
。

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算

案
を
議
決
し
た（
詳
細
は
２
㌻
、
17
㌻
参

照
）。昨年

５
月
の
定
時
社
員
総
会
以
降
届
け

出
の
あ
っ
た
役
員
の
一
部
交
代
、
定
款
の

一
部
変
更
に
関
す
る
件
、
特
別
シ
ス
テ
ム

更
新
積
立
預
金
取
り
崩
し
に
関
す
る
件
を

承
認
し
た
。

�

●
第
１
４
３
回
総
務
委
員
会

�
（
３
・
９
　
10
階
Ｂ
ホ
ー
ル
）

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
案

を
作
成
し
た
ほ
か
、
特
別
シ
ス
テ
ム
更
新

積
立
預
金
取
り
崩
し
に
関
す
る
件
、
定
款

の
一
部
変
更
に
関
す
る
件
の
原
案
を
作
成

し
、
総
会
の
議
事
日
程
案
と
と
も
に
理
事

会
に
上
程
し
た
。

出
席
　
坂
尻
委
員
長
、
福
島
、
菅
野
、
榊

原
、
林
、
内
藤
、
堀
木
の
各
委
員
、
老
川

理
事
長
、
有
田
、
原
の
両
副
理
事
長
、
江

木
専
務
理
事
。

●
第
７
３
９
回
理
事
会

�

（
３
・
９
　
10
階
Ａ
ホ
ー
ル
）

２
０
２
６
年
度
事
業
計
画
・
同
予
算
案

を
原
案
通
り
に
承
認
、
臨
時
社
員
総
会
に

上
程
す
る
こ
と
に
し
た
。

特
別
シ
ス
テ
ム
更
新
積
立
預
金
の
取
り

崩
し
に
関
す
る
件
、
お
よ
び
定
款
の
一
部

変
更
に
関
す
る
件（
第
３
章
会
員
の
第
５

条
、
第
９
章
定
款
の
変
更
・
合
併
並
び
に

解
散
の
第
47
条
、
48
条
）も
原
案
通
り
に

承
認
、
臨
時
社
員
総
会
に
上
程
す
る
こ
と

と
し
た
。

会
員
資
格
委
員
会（
昨
年
11
月
）で
決

定
し
た
内
規
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
承
認

し
た
。

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
た

個
人
を
遇
す
る
功
労
会
員
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ

ビ
・
シ
ニ
ア
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
川
戸

惠
子
会
員
を
推
薦
、
承
認
し
た
。

会
員
資
格
委
員
会
か
ら
上
申
さ
れ
た
個

人
Ｄ
会
員
入
会
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
継

続
に
関
す
る
件
を
承
認
し
た
。

第
１
０
７
回
臨
時
社
員
総
会
を
３
月
25

日
に
、
第
１
０
８
回
定
時
社
員
総
会
を
５

月
27
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

出
席
　
老
川
理
事
長
、
有
田
、
原
の
両
副

理
事
長
、
江
木
専
務
理
事
、
坂
尻
、
福
島
、

菅
野
、
榊
原
、
藤
野
、
仲
谷
、
高
野
、
髙

橋
、
佐
々
木
、
平
井
、
相
本
、
内
藤
、
八

田
、
大
保
、
林
、
堀
木
、
田
中
の
各
理
事
、

福
澤
、
小
向
、
加
藤
の
各
監
事
。

●
２
０
２
６
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・

同
特
別
賞
推
薦
委
員
会

�

（
３
・
12
　
会
見
場
）

西
村
陽
一
氏
を
委
員
長
に
互
選
し
た

後
、
１
月
末
ま
で
に
推
薦
の
あ
っ
た
候
補

に
つ
い
て
意
見
を
付
し
て
、
選
考
委
員
会

（
４
月
２
日
開
催
）に
報
告
す
る
こ
と
に
し

た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
石
田
、
河
野
、
瀬

川
、
滝
田
、
横
山
の
各
委
員
。

●
第
４
７
１
回
会
報
委
員
会

�

（
３
・
４
　
大
会
議
室
）

４
月
号
の
編
集
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

出
席
　
榊
原
委
員
長
、
田
中
、
森
、
高
橋
、

成
田
、
佐
藤
、
勝
田
、
飯
山
、
鴨
下
、
辻

の
各
委
員
。

●
第
５
７
０
回
企
画
委
員
会

�

（
３
・
10
　
９
階
会
見
場
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
）

ゲ
ス
ト
候
補
案
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。

出
席
　
菅
野
委
員
長
、
井
田
、
伊
藤
、
行

方
、
佐
藤
、
澤
田
、
橋
本
、
猪
熊
、
大
内
、

奥
村
、
辻
本
、
乾
、
森
田
、
吉
村
、
内
田
、

杉
田
、
小
林
、
中
村
、
白
石
、
宮
内
、
今

井
、
出
川
、
山
下
、
岩
田
、
萩
原
、
小
栗
、

藤
川
、
立
石
、
石
原
、
尾
崎
の
各
委
員
。

●
第
５
８
３
回
会
員
資
格
委
員
会

�

（
３
・
13
　
大
会
議
室
）

初
参
加
の
加
藤
彰
浩
委
員（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報

道
局
取
材
セ
ン
タ
ー
長
）と
退
任
す
る
池

澤
健
一
委
員（
日
本
経
済
新
聞
社
）が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
４
月
１
日
付
入
退
会
を

審
議
、
理
事
会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
福
島
委
員
長
、
佐
々
木
、
清
水
、

松
永
、
池
澤
、
杉
田
、
加
藤
、
中
村
、
中

本
、
徳
永
の
各
委
員
。
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2026年度　正味財産増減予算書（内訳表）
2026年4月1日から2027年3月31日まで

（単位：円）

新 年度予算

科目
公益目的事業会計 収益事業等

会計 法人会計 合計公１
記者会見等

公２
クラブ賞

公３
会報・HP 共通 小計

一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
⑴経常収益
特 定 資 産 運 用 益 1,191,100 1,191,100 1,191,100
受 取 会 費 219,624,912 219,624,912 61,945,488 281,570,400
プレス会員会費収入 185,294,304 185,294,304 52,262,496 237,556,800
賛助会員会費収入 34,330,608 34,330,608 9,682,992 44,013,600

事 業 収 益 59,315,000 59,315,000
貸 室 収 入 40,081,000 40,081,000
飲 食 売 上 割 戻 金 10,925,000 10,925,000
施設機器賃借収入 8,309,000 8,309,000

雑 収 益 330,000 63,000 393,000
受 取 利 息 63,000 63,000
そ の 他 の 雑 収 入 330,000 330,000

経 常 収 益 計 220,816,012 220,816,012 59,645,000 62,008,488 342,469,500
⑵経常費用
事 業 費 147,547,540 8,537,770 37,127,290 58,137,500 251,350,100 48,700,700 300,050,800
借 室 維 持 費 76,845,000 57,577,500 134,422,500 25,690,000 160,112,500
借 室 料 39,156,000 24,472,500 63,628,500 19,578,000 83,206,500
共 益 費 8,017,200 5,010,750 13,027,950 4,008,600 17,036,550
空 調 ・ 光 熱 費 4,206,800 2,629,250 6,836,050 2,103,400 8,939,450
ホール専用利用費 25,465,000 25,465,000 50,930,000 50,930,000

人 件 費 56,687,800 6,363,800 17,937,200 80,988,800 21,290,700 102,279,500
役 員 報 酬 6,375,000 1,275,000 5,100,000 12,750,000 12,750,000
給 与 金 27,229,200 2,567,200 7,848,200 37,644,600 12,355,800 50,000,400
賞 与 ・ 諸 手 当 16,758,600 1,789,600 3,891,000 22,439,200 6,622,900 29,062,100
退 職 給 付 費 用 5,889,000 680,000 1,020,000 7,589,000 2,152,000 9,741,000
厚 生 費 436,000 52,000 78,000 566,000 160,000 726,000
事 業 費 14,014,740 2,173,970 19,190,090 35,378,800 35,378,800
会 議 費 1,611,480 61,980 392,540 2,066,000 2,066,000
事 業 運 営 費 10,692,240 411,240 2,604,520 13,708,000 13,708,000
会報発行・ＨＰ運営費 14,967,000 14,967,000 14,967,000
ク ラ ブ 賞 実 施 費 1,400,000 1,400,000 1,400,000
運 営 雑 費 256,620 9,870 62,510 329,000 329,000
通 信 費 1,364,800 272,960 1,091,840 2,729,600 2,729,600
印 刷 費 77,600 15,520 62,080 155,200 155,200
交 通 費 12,000 2,400 9,600 24,000 24,000
減 価 償 却 費 560,000 560,000 1,720,000 2,280,000
管 理 費 57,942,700 57,942,700
借 室 維 持 費 19,267,500 19,267,500
借 室 料 14,683,500 14,683,500
共 益 費 3,006,450 3,006,450
空 調 ・ 光 熱 費 1,577,550 1,577,550

人 件 費 16,230,500 16,230,500
役 員 報 酬 2,250,000 2,250,000
給 与 金 7,485,600 7,485,600
賞 与 ・ 諸 手 当 4,805,900 4,805,900
退 職 給 付 費 用 1,583,000 1,583,000
厚 生 費 106,000 106,000
そ の 他 の 管 理 費 20,524,700 20,524,700
ク ラ ブ 管 理 費 15,527,000 15,527,000
機 器 備 品 費 50,000 50,000
消 耗 品 費 516,000 516,000
事 務 委 託 費 2,663,000 2,663,000
事 務 雑 費 1,041,500 1,041,500
通 信 費 682,400 682,400
印 刷 費 38,800 38,800
交 通 費 6,000 6,000
減 価 償 却 費 1,920,000 1,920,000
予 備 費 0 0
経 常 費 用 計 147,547,540 8,537,770 37,127,290 58,137,500 251,350,100 48,700,700 57,942,700 357,993,500
評価損益等調整前当期経常増減額 △147,547,540 △8,537,770 △37,127,290 162,678,512 △30,534,088 10,944,300 4,065,788 △15,524,000

当 期 経 常 増 減 額 △147,547,540 △8,537,770 △37,127,290 162,678,512 △30,534,088 10,944,300 4,065,788 △15,524,000
２．経常外増減の部
⑴経常外収益
経常外収益計
⑵経常外費用
経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 △147,547,540 △8,537,770 △37,127,290 162,678,512 △30,534,088 10,944,300 4,065,788 △15,524,000
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外
国
人
や
住
民
以
外

の
観
光
客
向
け
の
料
金

を
割
高
と
す
る「
二
重

価
格
」を
導
入
す
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い

る
。
施
設
維
持
の
財
源

確
保
や
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
対
策
が

狙
い
と
さ
れ
る
が
、
外
国
人
差
別
と

の
批
判
も
つ
き
ま
と
う
。

海
外
の
観
光
施
設
の
二
重
価
格

は
、
外
国
人
料
金
が
自
国
民
の
22
倍

で
あ
る
イ
ン
ド
の
タ
ー
ジ
マ
ハ
ル
な

ど
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
導
入
し
て
い

る
の
は
発
展
途
上
国
が
大
半
で
、
外

貨
獲
得
の
た
め
高
額
の
料
金
設
定
を

し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
　

Ｇ
７
な
ど
先
進
国
で
は
誰
で
も
入

館
無
料
の
英
国
の
大
英
博
物
館
な
ど

国
籍
に
よ
る
格
差
は
一
般
的
で
は
な

か
っ
た
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー

ブ
ル
美
術
館
は
今
年
１
月
、
欧
州
経

済
地
域（
Ｅ
Ｅ
Ａ
）以
外
の
住
民
の

入
館
料
を
引
き
上
げ
た
。
増
収
分
を
老

朽
化
し
た
施
設
の
改
修
・
拡
張
に
充
て

る
と
い
い
、
他
の
先
進
国
も
追
随
す
る

可
能
性
が
あ
る
。

日
本
国
内
で
は
、
世
界
遺
産
・
姫
路

城
で
３
月
か
ら
18
歳
以
上
の
市
外
客
の

入
城
料
が
市
民
の
２
・
５
倍
の
２
５
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
京
都
市
は

２
０
２
７
年
度
に
も
市
外
客
の
市
バ
ス

運
賃
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
最
大
２
倍

の
差
を
付
け
る
方
針
だ
。
文
化
庁
も
国

立
博
物
館
と
国
立
美
術
館
に
対
し
、
国

の
財
政
支
援
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
た

め
二
重
価
格
の
導
入
の
検
討
を
求
め
て

い
る
。

一
方
、
二
重
価
格
を
撤
廃
し
た
国

も
あ
る
。
２
０
０
１
年
末
に
世
界
貿

易
機
関（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）に
加
盟
し
た
中

国
だ
。
１
９
９
０
年
代
に
筆
者
が
旅

行
し
た
際
、
ホ
テ
ル
や
鉄
道
、
観
光

施
設
な
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一
徳

「二重価格」の波

会報
委員から

新しい個人Ｄ会員

　新聞批判かまびすしき中、２年弱で舞
い戻りました。愛するオールドメディア
のため残り少ない超老人生を少しでも役
立てたい。

図
ず

師
し

　三
さぶ

郎
ろう 1969年毎日新聞社入社。「エコノ
ミスト」編集長、論説委員を経て93
年11月退社。その後、吉備国際大
学教授。

　メディアについての研究をさらに深
めていきたいと思い、入会させていた
だきました。よろしくお願いします。

平
ひら

松
まつ

　恵
けい

一
いち

郎
ろう 1984年東京ニュース通信社入社。
「TVガイド」「テレビブロス」などの
編集長、番組センター局編集第一
部長、出版事業局次長などを経て、
ニュース企画執行役員、2020年7
月退社。現在、実践女子大学など
で非常勤講師を務める。

会員掲示 板

◇
　個人Ｄ会員の入会キャンペーンを実施していま
す。今新たに個人Ｄ会員になると、１年間、会費が
半額になります。ぜひこの機会に入会をご検討くだ
さい。個人D会員を新たにご紹介くださった方には、ク
ラブの施設で利用可能な食事券・喫茶券あわせて5000
円分を贈呈します。ぜひご友人を紹介してください。
　詳細は事務局・杉本（03-3503-2727）までお問い合
わせください。

●川戸惠子さん（TBSテレビ）　功労会員に
　４月１日付で功労会員になった川戸惠
子さんからクラブでの思い出をお寄せい
ただきました。
　読んでいるニュースの中身を深く知
りたくてクラブに入会したのが1985
年。会報委員を務め、93年に企画委員に異動した。
　初司会となった細川政権誕生時の９党党首討論が
一番の思い出。前年の参院選でブームを巻き起こし
た日本新党に加え、自民から分裂した新生党やさき
がけが次々と登場、２日間に分けての討論会になっ
たが、新党党首の気負いや質問者の迫力が忘れられ
ない。選挙後、小沢一郎新生党代表幹事の働きかけ
で８党が連立、細川非自民政権が成立。政治部に移
って政治改革問題を追いかけていただけに、歴史の
変わり目に立ち会えた、と感激した。
　企画委員会在籍の初期はほとんど女性委員がいな
かったので、政治・経済・外交以外のゲストの司会
もずいぶん回ってきた。野球が全くわからないのに
帰国したばかりの野茂英雄さんの会見を司会した
り。映画監督の大林宣彦さんの会見も印象深い。
　クラブ創立50周年冊子で「クラブはいまだに“カラ
スの背広軍団” ？」と言及したが、ここ数年で女性
会員がぐっと増えたのが嬉しい半面、メディア環境
の大変化が心配です。� （川戸惠子）
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：120社　⃝基本会員：692人　⃝個人会員：957人
⃝法人・個人賛助会員：54社・115人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：79人 計174社・1,950人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（４／２現在）

１７㊎

１３：００ ～ １４：３０　１０階ホール
「高市現象と日本の政治」⑤ 
ヴァレリー・ニケ 仏戦略研究財団（ＦＲＳ）インド太平
洋研究コンソーシアムディレクター、同日本プログ
ラムディレクター
１５：３０ ～ １７：００　１０階ホール

「移民・難民から見た世界情勢」
村山祐介さん ジャーナリスト

２１㊋
１４：００ ～ １５：００　９階会見場
アレクサンダー・ドゥ＝クロー 国連開発計画総裁　
会見

２２㊌
１３：００ ～ １４：３０　１０階ホール

「イスラエル・米の対イラン攻撃　背景と影響」⑦ 
鶴見太郎 東京大学准教授

２３㊍
１５：００ ～ １６：３０　９階会見場

「トランプ２．０」⑯
遠藤乾 東京大学教授

２４㊎
１３：００ ～ １４：３０　１０階ホール

「イスラエル・米の対イラン攻撃　背景と影響」⑧
中西寛 京都大学教授

＜長野日報社東京支社が移転＞
長野日報社東京支社
〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座６－１２－２ 東京銀
座ビル５０１号 （０３－３５７１－２１４５）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●�会見動画　歴史研究家�森重昭さん公開中
　先月、死去した被爆者であり、
歴史研究家であった森重昭さんの
会見の動画と詳録（文字記録）を公
開しています。森さんは被爆米兵
問題を４０年にわたり独力で調査を
続けた持続力と行動力が評価され２０１７年度日本
記者クラブ賞特別賞を受賞しました。同賞受賞
の記念講演（２０１７年５月）の動画と詳録（文字記
録）を公開しています。
　会見ゲストとしては１６年６月に登壇し、自身
の被爆体験や、米大統領として初めて広島を訪
れたオバマ氏とハグしたことなどについて語り
ました。会見の動画と詳録をご覧いただけます。

■訃報
　福沢亜夫会員（時事通信社出身、８４歳）が１月
３０日に、渡部行会員（日本工業新聞社出身、９５歳）
が２月２４日に死去されました。福沢さんには
１９９８年４月から２００２年７月まで企画委員、０３年
６月から０５年５月まで会報委員を、渡部さんに
は０７年７月から０９年５月まで施設運営委員をそ
れぞれお務めいただきました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　事務局とクラブ施設（９階レストラン、ラウ
ンジ、会議室など貸室）は５月２日（土）～６日

（水）まで閉室します。５月７日（木）から通常通
り開室します。

ゴールデンウイーク閉室のお知らせ

　会員の登録の入退会には所定の「変更届」を事
務局へお届けください。役職変更のみの場合も
お知らせください。お問い合わせは事務局の会
員事務担当の杉本（０３－３５０３－２７２７）まで。

会員登録変更のお届けを

　お得な歓送迎会プランをご用意しました。料
理は、生ハムのシーザーサラダ、チキングリル
など８種で、お一人３，３００円（税込み）、２時間
の飲み放題付きは４，９５０円です（貸室料別途）。
５５０円の追加でアラスカ特製野菜カレーを付ける
こともできます。期間は４月３０日（木）までです。
　ご予約・お問い合わせは（０３－３５０３－２７２４）まで
お願いします。ぜひこの機会にご利用ください。

歓送迎会プランのご案内

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　四月お献立（４/３０まで）
　先付前菜：ホタルイカとウド 酢みそ掛け、山
菜桜寿司、卯の花しぼり、春鴨ロース煮　馬上杯：
菜の花酒盗玉子和え　椀盛り：沢煮風 鶏団子、
人参など　造り：天使海老、カンパチあぶり　
焼物：サワラ菜種焼き、豆腐田楽　煮物：鯛養
老蒸し　食事：茶そば　水菓子：豆腐のチーズ
ケーキ、桜アイス（５，５００円） （板長：薫田勝）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（５/２まで）
　カツオのタタキ サラダ添え ブルーベリードレ
ッシング、ゴボウのポタージュ、牛フィレ肉のシ
ャリアピンステーキ グレイビーソース、オレンジ
のレアチーズタルト、コーヒーまたは紅茶、パン
とバター（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９
階レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

＜法人代表変更＞
・毎日新聞社　 斉藤信宏 代表取締役社長執行役員 

（旧 松木健氏）
・日本経済新聞社　 飯田展久 代表取締役社長  

（旧 長谷部剛氏）
・福井新聞社　 渡部徹 東京支社長兼営業部長 

（旧 滝本光男氏）
・日経ＣＮＢＣ　 名倉孝雄 代表取締役社長  

（旧 竹之内源市氏）



19◦日本記者クラブ会報　2026.4.10　No.674

事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：120社　⃝基本会員：692人　⃝個人会員：957人
⃝法人・個人賛助会員：54社・115人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：79人 計174社・1,950人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 飯山　雅史　勝田　洋人　鴨下ひろみ 

佐藤　圭一　高橋　清子　田中　成之 
辻　　篤子　成田　浩二　堀口由多可 
森　　一徳

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（４／２現在）

１７㊎

１３：００ ～ １４：３０　１０階ホール
「高市現象と日本の政治」⑤ 
ヴァレリー・ニケ 仏戦略研究財団（ＦＲＳ）インド太平
洋研究コンソーシアムディレクター、同日本プログ
ラムディレクター
１５：３０ ～ １７：００　１０階ホール

「移民・難民から見た世界情勢」
村山祐介さん ジャーナリスト

２１㊋
１４：００ ～ １５：００　９階会見場
アレクサンダー・ドゥ＝クロー 国連開発計画総裁
会見

２２㊌
１３：００ ～ １４：３０　１０階ホール

「イスラエル・米の対イラン攻撃　背景と影響」⑦ 
鶴見太郎 東京大学准教授

２３㊍
１５：００ ～ １６：３０　９階会見場

「トランプ２．０」⑯
遠藤乾 東京大学教授

２４㊎
１３：００ ～ １４：３０　１０階ホール

「イスラエル・米の対イラン攻撃　背景と影響」⑧
中西寛 京都大学教授

＜長野日報社東京支社が移転＞
長野日報社東京支社
〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座６－１２－２ 東京銀
座ビル５０１号 （０３－３５７１－２１４５）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報
●�会見動画　歴史研究家�森重昭さん公開中

先月、死去した被爆者であり、
歴史研究家であった森重昭さんの
会見の動画と詳録（文字記録）を公
開しています。森さんは被爆米兵
問題を４０年にわたり独力で調査を
続けた持続力と行動力が評価され２０１７年度日本
記者クラブ賞特別賞を受賞しました。同賞受賞
の記念講演（２０１７年５月）の動画と詳録（文字記
録）を公開しています。
　会見ゲストとしては１６年６月に登壇し、自身
の被爆体験や、米大統領として初めて広島を訪
れたオバマ氏とハグしたことなどについて語り
ました。会見の動画と詳録をご覧いただけます。

■訃報
福沢亜夫会員（時事通信社出身、８４歳）が１月

３０日に、渡部行会員（日本工業新聞社出身、９５歳）
が２月２４日に死去されました。福沢さんには
１９９８年４月から２００２年７月まで企画委員、０３年
６月から０５年５月まで会報委員を、渡部さんに
は０７年７月から０９年５月まで施設運営委員をそ
れぞれお務めいただきました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　事務局とクラブ施設（９階レストラン、ラウ
ンジ、会議室など貸室）は５月２日（土）～６日

（水）まで閉室します。５月７日（木）から通常通
り開室します。

ゴールデンウイーク閉室のお知らせ

　会員の登録の入退会には所定の「変更届」を事
務局へお届けください。役職変更のみの場合も
お知らせください。お問い合わせは事務局の会
員事務担当の杉本（０３－３５０３－２７２７）まで。

会員登録変更のお届けを

　お得な歓送迎会プランをご用意しました。料
理は、生ハムのシーザーサラダ、チキングリル
など８種で、お一人３，３００円（税込み）、２時間
の飲み放題付きは４，９５０円です（貸室料別途）。
５５０円の追加でアラスカ特製野菜カレーを付ける
こともできます。期間は４月３０日（木）までです。
　ご予約・お問い合わせは（０３－３５０３－２７２４）まで
お願いします。ぜひこの機会にご利用ください。

歓送迎会プランのご案内

予約電話　和食 ３５０３-２７２３　洋食 ３５０３-２７６６・２７３１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　四月お献立（４/３０まで）
　先付前菜：ホタルイカとウド 酢みそ掛け、山
菜桜寿司、卯の花しぼり、春鴨ロース煮　馬上杯：
菜の花酒盗玉子和え　椀盛り：沢煮風 鶏団子、
人参など　造り：天使海老、カンパチあぶり　
焼物：サワラ菜種焼き、豆腐田楽　煮物：鯛養
老蒸し　食事：茶そば　水菓子：豆腐のチーズ
ケーキ、桜アイス（５，５００円） （板長：薫田勝）
※仕入れの都合で内容が変わることがあります。
洋食　季節のおすすめコース（５/２まで）

カツオのタタキ サラダ添え ブルーベリードレ
ッシング、ゴボウのポタージュ、牛フィレ肉のシ
ャリアピンステーキ グレイビーソース、オレンジ
のレアチーズタルト、コーヒーまたは紅茶、パン
とバター（４，４００円）。ランチ、ディナーともに９
階レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

＜法人代表変更＞
・毎日新聞社　 斉藤信宏 代表取締役社長執行役員

（旧 松木健氏）
・日本経済新聞社　 飯田展久 代表取締役社長

（旧 長谷部剛氏）
・福井新聞社　 渡部徹 東京支社長兼営業部長

（旧 滝本光男氏）
・日経ＣＮＢＣ　 名倉孝雄 代表取締役社長

（旧 竹之内源市氏）

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://www.youtube.com/watch?v=8IFf0mVcaS4&t=10s
https://www.youtube.com/watch?v=8IFf0mVcaS4&t=10s
https://www.youtube.com/watch?v=8IFf0mVcaS4&t=10s
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/33513/report/
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撮影：溝
みぞ

脇
わき

　正
ただし

（朝日新聞社映像報道部）

名古屋駅前の顔として親しまれてきた「名鉄百貨店」が閉店し、７１年余りの歴史に幕を閉じた。営業を終えた
本店前では、感謝の気持ちを伝えるメッセージボードが掲げられていた＝２月２８日、名古屋市中村区

写 真 回 廊

　
デ
パ
ー
ト
と
聞
い
て
皆
さ
ん
は
何
を
思
い
出
す
だ
ろ
う
か
。

　
私
の
場
合
、
ネ
タ
に
困
っ
た
ら
行
く
場
所
で
し
た
。
支
局
の
サ
ツ
回

り
時
代
、
目
指
す
は
お
も
ち
ゃ
売
り
場
。
新
し
く
て
お
も
し
ろ
い
も
の

あ
り
ま
す
か
、
と
聞
く
と
、
こ
れ
ど
う
、
と
女
性
店
員
が
ネ
バ
ネ
バ
の

流
動
体
を
差
し
出
し
た
。
ス
ラ
イ
ム
と
い
う
。
投
げ
て
天
井
に
張
り
付

か
せ
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
て
く
る
の
を
楽
し
む
の
よ
、
と
言
っ
て
実
演
し

て
く
れ
た
。
不
思
議
な
暇
つ
ぶ
し
、
と
書
い
た（
女
性
店
員
と
話
せ
る

の
も
も
ち
ろ
ん
楽
し
か
っ
た
）。

　
東
京
本
社
に
上
が
る
と
、
本
紙
初
の
科
学
面
１
㌻
を
や
る
か
ら
何
か

考
え
よ
、
と
い
う
指
示（
私
は
物
理
学
科
卒
）。
新
宿
伊
勢
丹
に
出
か

け
た
。
通
り
が
か
っ
た
文
具
売
り
場
で
生
体
地
球
儀
と
称
す
る
ガ
ラ
ス

球
を
売
っ
て
い
た
。
中
に
水
と
エ
ビ
と
藻
を
密
封
し
て
あ
る
。
太
陽
光

で
藻
が
育
ち
、
藻
を
エ
ビ
が
食
べ
、
エ
ビ
の
ふ
ん
が
藻
の
肥
や
し
に
な

る
完
全
循
環
世
界
。
調
べ
る
と
宇
宙
生
活
向
け
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
開
発
し

日
本
で
は
エ
ビ
を
コ
イ
に
変
え
て
研
究
中
。
な
ら
ば
科
学
面
、
一
丁
上

が
り
で
あ
る
。

　
そ
の
デ
パ
ー
ト
が
消
え
つ
つ
あ
る
。
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
は
一
億

総
中
流
を
育
て
日
本
は
順
風
満
帆
。
デ
パ
ー
ト
は
小
売
り
の
王
様
と
呼

ば
れ
、
華
や
か
、
高
級
、
し
か
も
愛
さ
れ
た
。
し
か
し
や
が
て
総
中
流

は
や
せ
細
り
、
ネ
ッ
ト
通
販
な
ど
が
追
い
討
ち
。

　〈
降
る
雪
や
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
〉と
い
う
名
句
が
あ
る
。
作
者

中
村
草
田
男
は
少
年
期
に
通
っ
た
学
校
を
訪
れ
、
昔
日
の
ま
ま
と
見
て

い
る
と
、
降
雪
が
激
し
く
な
り
、
そ
れ
が
不
意
に
時
間
を
遡そ

行こ
う

さ
せ
た

と
い
う
。
思
い
出
を
も
ち
、
閉
じ
る
デ
パ
ー
ト
を
惜
し
み
に
来
た
人
は

自
分
と
同
じ
心
持
ち
の
人
々
の
多
さ
に
驚
き
、
や
は
り〈
遠
く
な
り
に

け
り
〉と
感
じ
入
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
先
日
す
し
を
食
べ
に
日
本
橋
に
出
か
け
た
折
、
高
島
屋
に
寄
っ
て
驚

い
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
案
内
嬢（
男
も
！
）が
乗
っ
て
い
る
。
遠
く

な
り
に
け
り
、
で
は
な
か
っ
た
。�

（
中
日
新
聞
社
出
身
　
深
田
　
実
）

百
貨
店
は
遠
く
な
り
に
け
り
！？




